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　一般廃棄物処理施設「北アルプスエコパーク」（平・源汲）は、現在
試運転を行い、８月からの本稼働に向け準備を進めています。
　施設は、鉄骨鉄筋コンクリート造などで、地上４階建ての高さ25ｍ、
延べ床面積約3,800㎡、煙突の高さは59ｍで、研修室、多目的室な
どを備えます。ストーカ式の焼却施設で、可燃性の一般ごみや粗大
ごみを１日に最大40ｔ焼却処理するほか、ガラスや金属、古紙など
の資源物を受け入れます。　　　　　　　（関連記事は４～５ページ）

８月から本稼働
「北アルプスエコパーク」

主な内容
❷　奥原希望さん活躍　ユーバー杯優勝
❸　第40回大町やまびこまつり　８月４日
❹　８月からごみ処理広域化開始
❻　長野県知事選挙
�　ひとが輝くまちづくり事業補助団体紹介
�　学校開放講座
�　観光情報　ぐるりん号がリニューアル！



広報おおまち　2018.7 2

大
町
市
出
身
・
奥
原
希
望
さ
ん
も
大
活
躍
!!

世
界
国
・
地
域
別
対
抗
団
体
戦
「
ユ
ー
バ
ー
杯
」 
日
本
女
子
37
年
ぶ
り
の
優
勝
！

　バドミントン世界一の国・地域を決める「第27
回世界女子バドミントン選手権大会(ユーバー杯)」
が、５月20日～26日にタイ・バンコク市で開催さ
れ、大町市出身の奥原希望さん（日本ユニシス・仁
科台中－大宮東高出）が出場した６試合を全てス
トレート勝ちする活躍もあり、日本女子チームが
1981年大会以来37年ぶりの優勝を果たしました。
　ユーバー杯は、女子の国・地域別対抗の団体戦
で、シングルス３試合、ダブルス２試合を行い、
先に３勝すると勝利となります。
　予選を全勝で突破した日本は、決勝トーナメン
トの準々決勝でチャイニーズ・タイペイを３－１、
準決勝で韓国を３－1で破り決勝に進出。タイと
の決勝戦では、第１試合のシングルス山口茜選手

（再春館製薬所）、第２試合のダブルス福島由紀選
手・廣田彩花選手（岐阜トリッキーパンダース）が
２連勝し、続く奥原さんがセットカウント２－０
で勝利して優勝を決めると、コートには歓喜の輪
ができました。
　奥原さんは帰国直後「37年ぶりのユーバー杯優
勝という瞬間をチームメンバーとして経験できた
こと、またその瞬間を決めるポジションでチー
ムに貢献できたことをとてもうれしく思う。チー
ムメイトの支えや、携わってくださったスタッフ
の方のサポートがあってこその結果だと思うので、
みんなで喜び、みんなに感謝したい。個人的にも
何かきっかけをつかんだ大会になったと思うので、
この後の個人戦で完全復活できるようにまた頑張
りたいと思う。応援ありがとうございました！」
とコメントしました。

All photo：C日本バドミントン協会　撮影 北川外志廣
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40
回
目
の
節
目
に
盛
り
上
が
ろ
う
！

ゆ
か
た
姿
で
ま
ち
へ
行
こ
う
！

市
街
地

中
央
通
り

８
月
４
日 

土

８
月
３
日 

金

第
40
回
大
町
や
ま
び
こ
ま
つ
り

第
20
回
大
町
ゆ
か
た
ま
つ
り

　夏の恒例行事「大町やまびこまつり」が40回を
迎えます。会場の市街地中央通りでは、小学生に
よるブラスバンドや和太鼓の演奏、合唱、吹奏楽、
ダンス、みこしなど、さまざまなパフォーマンス
を予定しています。
　夜は「やまびこ音頭」「やまびこサンバ」で盛り上
がりましょう。皆さんぜひお出掛けください。

■時間　 ▽歩行者天国　午後３時～９時30分

　 　 　 　 ▽パフォーマンス　午後３時～６時30分

　 　 　 　 ▽踊り　午後７時～９時
■問い合わせ　大町やまびこまつり実行委員会
　（商工労政課商業労政係内）　℡２１－２３０１

市民バス「ふれあい号」
迂回運行
　交通規制時間内は市民バス「ふれあ
い号」が迂回運行となります。
■対象時間・コース　午後３時以降

▽平（青木方面）コース・（源汲方面）
　コース・（高瀬入方面）コース

▽常盤（清水・西山方面）コース

▽社・常盤コース　 ▽八坂コース

▽美麻コース　川手線

▽循環線　南コース・北コース
■問い合わせ　情報交通課交通政策係
　℡市内線８５３

　大町やまびこまつりの前夜祭として、
商店街各所で露店の出店や素敵な景品
が当たるスタンプラリーなどを行いま
す。ゆかた姿の人には特典も！
■時間　午後４時〜６時

  ゆかたの無料着付け
　ボランティアによる、ゆかたの無料
着付けを行います。着付けを習いたい
人もお気軽にお越しください。
■日時　８月３日（金）　午後４時～６時
■会場　大町商工会館
■持ち物　ゆかた（子ども用は肩上げし
て）、肌着、帯、着物ベルト、腰ひも３本、
伊達締め、タオル３本、おしぼり１本
■問い合わせ
　大町市商店街連合会（商工会議所内）
　℡２２－１８９０

第10回　踊り

第20回　小学生の鼓笛隊

第35回　踊り

第７回　大人みこし

第30回　踊り

第38回　太鼓の演奏

第20回　踊り

第30回　ステージ発表

第39回　踊り
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　８月から北アルプス広域連合が事業主体となり大町市、白馬村、小谷村の３市村でごみ処理の広域化が始
まります。平・源汲の新焼却施設「北アルプスエコパーク」では、４月から大町市の燃えるごみを焼却し、試
運転を行っています。８月からは、３市村の燃えるごみと資源物の受け入れが始まり本稼働となります。
　社・山下の「環境プラント」は、３月末で運転を終了していますが、「大町リサイクルパーク」として、８月
以降も粗大ごみを除き、資源物や指定ごみ袋に入ったごみなどの受け入れを行います。
■問い合わせ　 ▽生活環境課環境衛生係　℡市内線４６１　 ▽北アルプスエコパーク　℡８５−５３１１

ごみの出し方
　燃えるごみの袋に入れることのできるごみの大きさ
が変わります。
　部材の厚さ（太さ）が５㎝以上、長さが50㎝以上の木
やプラスチック製品は、燃えるごみの袋に入れず、粗
大ごみとして出してください。

粗大ごみの出し方
　部材が厚さ５㎝以上、長さ180㎝以上の燃える粗大
ごみおよび金属製粗大ごみは、粗大ごみ拠点回収また
は市指定の廃棄物処理業者に処理を依頼してください。
　部材が厚さ５㎝未満、長さ180㎝未満の燃える粗大
ごみは北アルプスエコパークへ持ち込めます。いずれ
も有料です。

 お願い
　最近、燃えるごみへの金属類の混入が増えてい
ます。金属類の混入は新しい焼却施設の故障の原
因や適正な運転の妨げになります。金属類は専用
の袋に入れて収集日に集積所へ出してください。

収集
　燃えるごみ、金属類、資源物の収集は、今
までと変更はありません。収集日の朝８時ま
でに集積所へ出してください。

指定ごみ袋
　現在の指定ごみ袋は、平成32年７月末ま
で使えます。販売店の在庫がなくなると順次、
北アルプス広域連合指定のごみ袋を販売しま
す。新しい広域連合指定ごみ袋に変わっても
販売店や金額に変更はありません。新しく金
属類の「大」サイズが加わります。

８月から ごみ処理広域化開始
北アルプスエコパーク（平・源汲）

本稼働

環境プラント（社・山下）は
リサイクルパークに

※イメージです。



5 広報おおまち　2018.7

❶　燃えるごみ・粗大ごみ投入口
❷　燃えるごみ収集車投入口
❸　金属類
❹　資源物　 ▽容器包装類
　　　　　　 ▽古紙類
　　　　　　 ▽衣類
　　　　　　 ▽小型家電
　　　　　　 ▽蛍光灯　など

ごみ・資源物の持ち込み場所と持ち込めるもの
施設名

（場所）
環境プラント➡リサイクルパーク

（社・山下）
北アルプスエコパーク

（平・源汲）

種
類

燃
え
る
ご
み

金
属
類

燃
え
る
粗
大
ご
み

資
源
物

特
定
家
庭
用
機
器 

燃
え
る
ご
み

金
属
類

燃
え
る
粗
大
ご
み

資
源
物

特
定
家
庭
用
機
器 

７月31日
まで

〇 〇 〇 〇 〇 ― ― ― ― ―

▽平　日　　　　　　　9：00～16：00

▽土曜日・第４日曜日　9：00～11：00 ―

８月１日
から

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

▽平　日　9：00～16：00

▽土曜日　9：00～11：00

▽平　日　　　　　　　9：00～16：00

▽土曜日・第４日曜日　9：00～11：00

※１　特定家庭用機器とは、テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機
※２　燃える粗大ごみは部材が厚さ５㎝未満、長さ180㎝未満のものに限る

※2

※1※1

北アルプスエコパーク内の配置と進行方向

プラットフォーム

入口

計量

管理棟車
庫

資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

❸
　
❹

❸ 

❹
事務室

出口

計量

フラットフォーム

ごみピット

焼却炉

❶　❷　❷　❶

目指せじょんから節！まずは、津軽の音を楽しく奏でましょう！

❖日時　７月８日・22日、８月５日・19日　15：00〜16：00
❖会場　大町温泉郷　多目的ホール
❖料金　5,000円（全４回）

菊岡まつ乃邦楽教室　TEL 0263-34 -4433
H P 　 w w w . k i k u o k a m a t s u n o . c o m

講
師 

福
嶋
孝
顕

津軽三味線  体験レッスン

歓迎！
初心者・
未経験者 

お問い合わせ先

【広告】
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投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
平
成
12
年
８
月
６
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
30
年
４
月
18
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
大
町
市
に
お
住
ま
い

で
、
大
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
ま
た
、
転
入
や
転
出
で
住
所
が

変
わ
っ
た
人
は
、そ
の
時
期
に
よ
っ

て
投
票
で
き
る
場
所
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
表
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
旧
住
所
地
で
投
票
で
き
る
人
は

投
票
す
る
際
に
、
最
寄
り
の
市
町

村
が
発
行
す
る「
引
き
続
き
長
野

県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」等
が
必
要
で
す
。
大
町
市
で
は
、

市
民
課
・
戸
籍
係
で
発
行
し
ま
す
。

投
票
所
と
入
場
券

　
「
投
票
所
入
場
券
」は
告
示
日
の

７
月
19
日（
木
）か
ら
郵
送
し
ま
す
。

全
世
帯
へ
の
配
達
が
完
了
す
る
ま

で
に
は
数
日
間
必
要
と
な
る
た
め
、

期
日
前
投
票
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

に
お
手
元
に
届
か
な
い
世
帯
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
旨
を
投
票
所
の
受
付
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。（
入
場
券
の
紛

失
や
破
損
の
場
合
も
同
様
で
す
。）

入
場
券
は
、
は
が
き
型
で
最
高
４

人
ま
で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご

家
族
が
５
人
以
上
の
場
合
は
、
は

が
き
が
複
数
枚
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
投
票
所
に
出

掛
け
る
際
は
、
ご
自
身
の
部
分
を

切
り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
事
務
処
理
後
の
７
月
２
日
以
降

に
市
内
で
転
居
し
た
人
や
、
そ
れ

以
前
に
転
居
し
て
も
住
民
基
本
台

帳
の
異
動
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
９
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
の
一
覧
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

　
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
７

時
～
午
後
８
時
で
す
。
た
だ
し
、

第
20
～
23
投
票
所（
八
坂
・
美
麻

の
各
投
票
所
）は
午
後
７
時
ま
で

で
す
。

長
野
県
知
事
選
挙

告
示 
７
月
19
日
木　
投
票
日 

８
月
５
日
日

　
８
月
５
日
は
長
野
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
今
後
の
県
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
、
大
切
な

選
挙
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
明
る
く
、
正
し
い
選
挙
を
行
う
と
と
も
に
、
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
聞

い
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
市
選
挙
管
理
委
員
会　
℡
市
内
線
５
８
７
・
５
１
８

長野県内の市町村に転入届けを提出した場合

届け出の日
投票場所・選挙権の有無

新住所地で
投票できる

旧住所地で
投票できる 投票できない

他の都道府県から
転入した人

平成30年４月18日以前 ○
平成30年４月19日以降 ○

県内の他の市町村
から転入した人

平成30年４月18日以前 ○
平成30年４月19日以降 ○



7 広報おおまち　2018.7

長野県知事選挙

　

市
選
挙
管
理
委
員
会（
以
下
：

市
選
管
）で
は
、
選
挙
に
行
く
た

め
の
交
通
手
段
の
確
保
と
投
票
率

向
上
を
目
的
と
し
て
、
期
日
前
投

票
を
す
る
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス

「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
有
権

者
な
ど
に
、
乗
車
券
２
回（
往
復
）

分
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

期
日
前
投
票
を
す
る
た
め
に

「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
有
権

者
お
よ
び
障
が
い
が
あ
る
有
権
者

を
介
護
す
る
人
が
対
象
で
す
。
障

が
い
が
あ
る
有
権
者
を
介
護
す
る

人
と
は
、「
ふ
れ
あ
い
号
」の
障
害

者
割
引
料
金
が
適
用
さ
れ
る
介
護

者
で
す
。

交
付
場
所

　
市
役
所
東
庁
舎
、
市
八
坂
支
所
、

市
美
麻
支
所
の
期
日
前
投
票
所
の

受
付
で
交
付
し
ま
す
。

交
付
期
間

　
期
日
前
投
票
の
期
間
中

期
日
前
投
票
の
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
人
に
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

乗車券の受け取り方と利用方法
2 乗車証明書を受け取る

4 期日前投票をする

「乗車証明書」と「乗車券」の見本

1 期日前投票を申し出る

3 乗車券を受け取る

5 バスを利用する

運転手に期日前投票をすることを口頭で
申し出ます。

期日前投票所の受付で、「乗車証明書」と
「乗車券」を交換します。乗車券２回（往
復）分をお渡しします。

投票後、「乗車券」を使ってバスを利用し
ます。乗車券は有効期限がありませんの
で、いつでも利用することができます。 ※高校生のバス回数券は100円です。

「乗車証明書」を受け取ります。
このときは運賃を支払います。
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期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
仕
事
、
学
業
、
地
域
の
行
事
な

ど
で
都
合
が
悪
い
人

▽
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な

ど
で
外
出
す
る
人

▽
病
気
な
ど
の
た
め
に
歩
行
が
困

難
な
人

▽
天
災
に
よ
り
投
票
所
に
到
達
す

る
こ
と
が
困
難
な
人

期
日
前
投
票
所
の
設
置
場
所

　
期
日
前
投
票
所
を
、
市
役
所
東

庁
舎
、
市
八
坂
支
所
、
市
美
麻
支

所
に
設
置
し
ま
す
。
投
票
が
で
き

る
期
間
と
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
市
役
所
東
庁
舎
】

■
日
時　
７
月
20
日（
金
）～
８
月

４
日（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
８
時

■
会
場　
東
庁
舎　
２
階　
東
中

会
議
室

※
土
曜
日
お
よ
び
午
後
５
時
15
分

以
降
は
、
東
庁
舎
１
階
入
り
口
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

【
市
八
坂
支
所
、
市
美
麻
支
所
】

■
日
時　
７
月
31
日（
火
）～
８
月

４
日（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時

■
持
ち
物　
投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

①
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人

（
施
設
で
の
不
在
者
投
票
）

　
大
町
総
合
病
院
、
鹿
島
荘
、
カ

ト
レ
ヤ
、
れ
ん
げ
荘
、
虹
の
家
な

ど
、
長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
不
在
者
投
票
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
が
対

象
で
す
。
市
外
の
指
定
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
も
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
施
設
の
不
在
者
投

票
管
理
者
に
本
人
が
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
市
選
管
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
大
町
市

を
離
れ
て
い
る
人

（
遠
隔
地
で
の
不
在
者
投
票
）

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
大
町
市
に
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先（
最

寄
り
）の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
用
紙
な
ど
の
送
付
や
返
送

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、請
求
は
お

早
め
に
市
選
管
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

③
歩
行
な
ど
が
困
難
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

（
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

　
傷
病
の
種
類
や
障
が
い
の
程
度

に
よ
っ
て
投
票
に
行
く
こ
と
が
困

難
な
人
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
で

き
る「
郵
便
等
投
票
制
度
」が
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
該
当

す
る
人
が
投
票
用
紙
へ
の
記
載
が

困
難
な
場
合
な
ど
は
、「
代
理
記

載
制
度
」も
利
用
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
の
制
度
も
事
前
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
市
選
管

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
等
投
票
請
求
手
続
き
は
、

８
月
１
日（
水
）ま
で
で
す
。

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
用
紙

に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
投
票
管
理
者
が
、
立

会
人
の
意
見
を
聞
い
て
代
筆
す
る

人
と
立
ち
会
う
人
を
選
任
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

開
票
は
当
日

　
開
票
は
、
８
月
５
日（
日
）午
後

９
時
か
ら
運
動
公
園
総
合
体
育
館

で
行
い
ま
す
。

選
挙
公
報
を

　
読
み
ま
し
ょ
う

　
候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な

ど
を
記
載
し
た「
選
挙
公
報
」

を
、
８
月
３
日（
金
）ま
で
に

新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま

す
。
よ
く
読
ん
で
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
大
町
市
に
住
所

が
あ
っ
て
も
仕
事
な
ど
で
市

外
に
お
住
ま
い
の
人
に
は
郵

送
し
ま
す
。
市
選
管
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
市
役
所
本
庁

舎
、
市
八
坂
支
所
、
市
美
麻

支
所
、
各
公
民
館
な
ど
に
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

議会棟 本庁舎

正面玄関正面玄関

入口
西庁舎

※投票所は２階東中会議室です

期日前投票所位置図（市役所本庁）

駐車場

駐車場

仁科台中学校

情報センター

至西小学校

大
町
岳
陽
高
校

駐
車
場

東
庁
舎
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長野県知事選挙

平成30年8月5日執行の
長野県知事選挙の
投票区および投票所一覧表
　ご自身の投票所を確認の上、ご来場ください。

投票所名 投票区の区域
1 サン・アルプス大町 大町のうち 俵町、不二塚町、三日町、相生町、大黒町

２ 旧大町市勤労者福祉センター 大町のうち 九日町、六九町、堀六日町、十日町、幸町、宮田町、和町

3 大町市中央保健センター 大町のうち 上仲町、下仲町、名店街、八日町、神栄町、東町、山田町、
北山田町、白塩町、下白塩町、五日町

4 大町市役所 大町のうち 旭町、光明町、仁科町、日の出町、高見町、南原町、
東若宮町、西若宮町、桜田町、北原町、高根町

5 大新田町公民館 大町のうち 大新田町、若宮町、鹿島荘、昭電白馬荘、
昭電第２アパート、昭電第７アパ－ト、昭電第８アパート

6 中原町公民館 大町のうち 大原町、若原町、大原２号団地、栄町、中原町、東中原町

7 海の口公民館 平のうち 加蔵、青木、中綱、エビスマ原海頭、やなば、西海の口、
東海の口

8 大町市女性未来館ピュア 平のうち 稲尾、山崎、森、木崎、外堀、白樺、仁科郷、新郷、
塩ノ原、二ツ屋

大町のうち 居谷里

9 借馬公民館 平のうち 借馬、借馬団地、西原、伝刀組社宅

10 源汲生活改善センター 平のうち 鹿島、源汲、大町温泉郷、中花見

11 野口公民館 平のうち 野口、上原、日向山、秋葉林、れんげ荘、高瀬入、
エコノミスト村、高瀬分譲地

12 泉公民館 常盤のうち 泉

13 上一基幹センター 常盤のうち 上一、上一住宅、松原団地、近藤紡社宅･寮

14 下一公民館 常盤のうち 下一

15 清水公民館 常盤のうち 清水

16 須沼公民館 常盤のうち 須沼、常盤南住宅

17 西山公民館 常盤のうち 西山、西山住宅

18 宮本公民館 社のうち 宮本、曽根原、閏田

19 館ノ内公民館 社のうち 山下、館ノ内、社団地、松崎

20 大町市八坂支所 八坂のうち 相川、藤尾、大平、梨平、笹尾、矢下、明野、塩の貝、横瀬、
石原、菖蒲、満仲、菅の窪、小松尾、宮の尾、押の田、
切久保南、切久保北、曽山、一の瀬、大塚、小菅、長畑

21 野平生活改善センター 八坂のうち 池の平、二滝、野平南、野平中、野平北、地志原、舟場、
栃沢、上篭

22 大町市美麻支所 美麻のうち 大塩、二重、新行

23 ふれあいセンター 美麻のうち 青具、千見
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　市では「市民参画と協働のまちづくり」を推進するため、市民団体が自主的、主体的に行う活動で、公益性
の高いまちづくり事業に対して、財政面から支援しています。
　30年度「ひとが輝くまちづくり事業」補助金の交付を受けた17団体の主な活動や熱い思いを紹介します。
内容は、各団体から提出いただいた原稿を基に掲載しています。
※はじめようまちづくり活動、ひろげようまちづくり活動は「まちづくり事業」の区分です。表記を省略します。
■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡市内線８３０

伝
統
文
化
の
継
承
事
業

海
の
口
神
楽
保
存
会

■
事
業
名　
海
の
口
伝
統
文
化
継

承
事
業

■
補
助
金　
45
万
円

■
代
表
者　
松
澤
長

■
代
表
者
の
一
言　
海
の
口
公
民

館
を
拠
点
と
し
、
本
年
度
か
ら
は
、

海
の
口
地
区
の
東（
雌
獅
子
）と
西

（
雄
獅
子
）の
保
存
会
が
一
緒
に
活

動
し
て
、
地
区
全
体
で
の
伝
統
文

化
の
継
承
、
後
継
者
の
育
成
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
公
民
館
か
ら

お
は
や
し
が
聞
こ
え
る
時
は
練
習

し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
観
て
く
だ
さ
い
。
祭
事
本

番
は
９
月
中
、
元
旦
に
は
大
町
温

泉
郷
で
獅
子
舞
披
露
も
や
っ
て
い

ま
す
。

伝
統
文
化
の
継
承
事
業

西
山
神
楽
保
存
会

■
事
業
名　
獅
子
舞
・
神
楽（
お

は
や
し
・
太
鼓
演
奏
）保
存
活
動

■
補
助
金　
45
万
円

■
代
表
者　
倉
科
芳
久

■
代
表
者
の
一
言　
西
山
八
王
子

神
社
の
秋
の
祭
典（
９
月
第
３
日

曜
日
と
翌
日
）で
行
わ
れ
て
い
る
、

神
楽
舞
の
継
承
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
近
年
は
小
・
中
学
生
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
り

継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
、
補
助
金
に
よ
り
、
獅
子
頭
の

新
調
、
太
鼓
の
修
理
が
で
き
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
お
盆
過
ぎ
か

ら
神
社
で
練
習
を
積
み
、
祭
典
や

行
事
な
ど
で
長
年
継
承
さ
れ
て
き

た
神
楽
舞
を
披
露
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

伝
統
文
化
の
継
承
事
業

大
町
流
鏑
馬
太
鼓

演
奏
委
員
会

■
事
業
名　
伝
統
文
化
継
承
の
た

め
の
衣
装
等
の
作
成

■
補
助
金　
43
万
６
０
５
０
円

■
代
表
者　
倉
科
昌
弘

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
流
鏑
馬

太
鼓
は
、
若
一
王
子
神
社
例
大
祭

で
の
奉
納
太
鼓
と
し
て
始
ま
り
、

間
も
な
く
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
果
敢
な
演
奏
活
動

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
連

に
よ
る
見
事
な
ば
ち
さ
ば
き
、
大

人
連
の
迫
力
あ
る
演
奏
は
観
衆
の

皆
さ
ん
と
の
絆
を
一
層
強
く
し
て

い
ま
す
。
心
に
残
る「
ふ
る
さ
と

大
町
の
響
き
」を
求
め
て
一
層
の

精
進
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

平成30年度
ひとが輝くまちづくり事業

補助団体の紹介 皆さんの
｢やる気｣と｢熱意｣を

支援します
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平成30年度　ひとが輝くまちづくり事業　採択団体の紹介

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
普
及
会

■
事
業
名　
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
普

及
事
業

■
補
助
金　
14
万
６
２
０
０
円

■
代
表
者　
北
沢
広
佳

■
代
表
者
の
一
言　
こ
の
ゲ
ー
ム

は
、
２
つ
の
チ
ー
ム
が
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
テ
ッ
ク
で
紅
玉

と
白
玉
を
打
撃
ラ
イ
ン
か
ら
交
互

に
得
点
ゾ
ー
ン
へ
打
ち
、
得
点
を

競
い
合
う
も
の
で
す
。
一
度
に
１

人
対
１
人
か
ら
10
人
対
10
人
ま
で

参
加
で
き
、
誰
で
も
す
ぐ
に
楽
し

め
ま
す
。
普
及
活
動
は
市
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
、
自
治
会
、
公
民
館
、

介
護
福
祉
施
設
な
ど
、
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
道
具

一
式
を
持
参
し
て
伺
い
ま
す
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

大
町
演
劇
振
興
会

Sing O
n

会

■
事
業
名　
信
濃
大
町
演
劇
祭　

―
串
田
和
美
ト
ラ
ン
ク
シ
ア
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
付
帯
イ
ベ
ン
ト

■
補
助
金　
15
万
４
５
０
円

■
代
表
者　
中
村
直
人

■
代
表
者
の
一
言　
８
月
３
日（
金
）

は
、
商
店
街
で
浪
曲
あ
り
舞
台
あ

り
の
演
劇
祭
。
大
町
ゆ
か
た
ま
つ

り
に
出
掛
け
た
つ
い
で
に
、「
ま

つ
も
と
大
歌
舞
伎
」の
仕
掛
け
人

で
も
あ
る
、
串
田
和
美
さ
ん
の
演

劇
や
地
元
演
劇
学
生
た
ち
の
出
展

な
ど
、
午
後
４
時
よ
り
お
楽
し
み

あ
れ
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
松
葉
屋（
℡
２
５
・
１
１
５

２
）ま
で
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

大
町
市
東
山
山
麓

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
事
業
名　
大
町
市
東
山
山
麓
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
補
助
金　
１
３
２
万
２
４
０
０

円■
代
表
者　
上
田
智
夫

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
市
の
東

山
を
拠
点
と
し
て
昨
年
発
足
し
た

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
昨
年
11

月
に
開
催
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

鷹
狩
山
周
辺
の
自
然
環
境
の
素
晴

ら
し
さ
を
再
発
見
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続

き
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
開
催
、
周
辺
環
境
整
備

を
通
し
て
さ
ら
に
活
動
を
拡
大
し
、

観
光
振
興
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

北
山
田
町
桜
並
木
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
会

■
事
業
名　
桜
並
木
整
備
事
業

■
補
助
金　
72
万
３
９
０
０
円

■
代
表
者　
続
麻
純
生

■
代
表
者
の
一
言　
東
山
観
光
道

路
に
面
し
、
四
季
折
々
に
周
辺
の

景
色
が
変
化
す
る
北
山
田
町
地
区

で
は
、
特
に
爛ら
ん

漫ま
ん

の
桜
並
木
を
地

域
の
誇
り
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

桜
並
木
の
環
境
整
備
活
動
を
住
民

の
協
働
に
よ
り
長
年
に
わ
た
っ
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
活
動
を
次
世
代
へ
と
継
承

し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
愛

さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
い

ま
す
。
春
先
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時

に
は
、
ぜ
ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

社
）宮
本
自
治
会 

大
杉
の
会

■
事
業
名　
仁
科
神
明
宮
を
核
と

し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業

■
補
助
金　
72
万
２
０
０
０
円

■
代
表
者　
宮
崎
勇

■
代
表
者
の
一
言　
今
年
は
「
宮

本
自
治
会
・
大
杉
の
会
」と
し
て

ス
タ
ー
ト
。
来
年
の
仁
科
神
明
宮

遷せ
ん

宮ぐ
う

祭さ
い

も
考
え
な
が
ら
、
神
明
宮

の
魅
力
を
広
げ
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。
前
回
の
遷
宮
祭

に
使
用
し
た
ひ
の
き
材
で
作
っ
た

参
拝
記
念
札
、地
域
特
産
品
の「
あ

ら
れ
」を
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
。
そ

し
て
、
ガ
イ
ド
要
員
の
養
成
、
出

会
い
の
杉
歩
道
整
備
、
秋
祭
り
で

の
お
も
て
な
し
、
社
地
区
南
部
の

文
化
遺
産
巡
り
な
ど
計
画
し
て
い

ま
す
。
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ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

二
重
自
治
会

■
事
業
名　
お
ひ
さ
ま
融
雪
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

■
補
助
金　
60
万
９
９
０
０
円

■
代
表
者　
佐
藤
修
一

■
代
表
者
の
一
言　
市
道
蟻
坂
線

は
、
美
麻
地
区
と
市
中
心
部
を
結

ぶ
大
切
な
生
活
道
路
で
す
。
し
か

し
、
道
路
周
辺
の
木
々
が
う
っ
そ

う
と
茂
り
日
光
を
遮
る
た
め
、
冬

期
は
除
雪
を
し
た
後
も
雪
が
解
け

な
い
路
面
が
増
加
し「
ヒ
ヤ
ッ
」と

す
る
思
い
を
、
多
く
の
人
が
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
ひ
と
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り
事
業
と
お
日
さ
ま
の
力

を
借
り
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
通

行
で
で
き
る
、
良
好
な
道
路
環
境

を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

は
な
み
フ
ラ
ワ
ー
ズ

■
事
業
名　
わ
ん
ぱ
く
広
場
周
辺

整
備
事
業

■
補
助
金　
１
４
２
万
５
０
０
０

円■
代
表
者　
田
邊
一
弘

■
代
表
者
の
一
言　
昨
年
に
引
き

続
き
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
水
道
整

備
や
あ
ず
ま
や
内
の
テ
ー
ブ
ル
・

椅
子
を
整
備
し
、
お
越
し
い
た
だ

く
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。
当
会
は
、「
で
き
る
こ
と

は
何
で
も
や
っ
ち
ゃ
お
う
」の
意

気
込
み
で
、
毎
月
、
地
域
・
社
会

が
穏
や
か
に
、
皆
笑
顔
で
、
安
心

し
て
楽
し
く
生
活
が
で
き
る
、
協

働
の
地
域
を
創
造
す
る
こ
と
を
目

標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

Slack line
Lovers 　

 

大
町

■
事
業
名　
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に

よ
る
市
民
の
活
力
増
進

■
補
助
金　
95
万
円

■
代
表
者　
永
田
亜
佳
理

■
代
表
者
の
一
言　
「
自
然
豊
か

な
大
町
で
誰
も
が
健
康
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
…
」５

㎝
幅
の
ナ
イ
ロ
ン
ベ
ル
ト
で
バ
ラ

ン
ス
を
鍛
え
る
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

は
、
高
齢
者
の
筋
力
維
持
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
一
緒
に

楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
力
を
秘

め
て
い
ま
す
。
出
張
体
験
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
健
康

づ
く
り
の
一
歩
と
し
て
ス
ラ
ッ
ク

ラ
イ
ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

信
濃
大
町「
ま
れ
び
と
の
地
」

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
実
行
委
員
会

■
事
業
名　
信
濃
大
町「
ま
れ
び

と
の
地
」ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス

■
補
助
金　
１
３
３
万
８
７
９
９
円

■
代
表
者　
杉
原
信
幸

■
代
表
者
の
一
言　
昨
年
、
台
湾

の
台
南
市
のAIR in Tainan

に

参
加
し
、
日
本
時
代
の
明
治
製
糖

工
場
跡
地
の
總
爺
芸
術
セ
ン
タ
ー

に
３
カ
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
自

然
豊
か
な
公
園
と
花
、
無
料
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
た
く
さ
ん
の

家
族
連
れ
の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
観
光
客
の
た
め
の
芸
術
で

は
な
く
、
暮
ら
し
て
い
る
人
が
楽

し
む
豊
か
な
文
化
に
驚
か
さ
れ
、

市
民
の
た
め
の
レ
ジ
デ
ン
ス
ア
ー

ト
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

信
濃
お
お
ま
ち
・

観
光
活
性
化
倶
楽
部

ひ
か
り
の
饗
宴
実
行
委
員
会

■
事
業
名　
梅
雨
入い

る
美み

ネ
ー
シ
ョ

ン
in
信
濃
お
お
ま
ち　
ひ
か
り
の

饗
宴
事
業

■
補
助
金　
１
０
９
万
２
５
０
０
円

■
代
表
者　
荒
澤
靖
、
山
田
高
司

■
代
表
者
の
一
言　
「
大
町
の
風

物
詩
」に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
受
け
、

今
年
も
温
泉
郷
に
お
い
て
、
梅
雨

入
美
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
と
再
来
年
の
芸

術
祭
に
向
け
て
、
来
年
以
降
は
、

市
街
地
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
中
心

と
し
た
市
民
に
よ
る
春
夏
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
を
企
画
中
で

す
。
そ
の
た
め
の
専
門
家
の
講
習

会
も
企
画
中
で
す
。
氷
河
の
ま
ち

を「
ひ
か
り
」で
盛
り
上
げ
よ
う
。
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平成30年度　ひとが輝くまちづくり事業　採択団体の紹介

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

農
具
川
環
境
美
化
委
員
会

■
事
業
名　
農
具
川
花
づ
く
り
事

業■
補
助
金　
42
万
１
８
０
０
円

■
代
表
者　
栗
林
宏
治

■
代
表
者
の
一
言　
今
か
ら
19
年

前
、
大
町
市
の
東
側
を
流
れ
る
農

具
川
の
両
岸
に
ア
ヤ
メ
や
ア
ザ
レ

ア
を
植
え
育
て
た
人
々
の
お
か
げ

で
、
今
年
も
美
し
く
花
が
咲
き
ま

し
た
。
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
景

色
と
マ
ッ
チ
し
て
大
町
の
名
所
と

な
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

「
ア
ヤ
メ
祭
り
」を
楽
し
み
に
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
会
員
の
喜
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
も
高
齢
と

な
り
、
草
取
り
作
業
も
大
変
で
す

が
、「
き
れ
い
だ
ね
」の
声
を
期
待

し
て
頑
張
り
ま
す
。

活
動
継
続
支
援
事
業

野
平
自
治
振
興
会

■
事
業
名　
野
平
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園

事
業

■
補
助
金　
18
万
円

■
代
表
者　
吉
家
正
幸

■
代
表
者
の
一
言　
野
平
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
事
業
は
、「
手
作
り
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
区
住
民
の
協
働

に
よ
っ
て
10
年
間
継
続
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
住
民

の
交
流
の
場
と
な
り
、
移
住
者
の

増
加
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
地
域

の
活
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
活
力
創
造
に
向

け
、
さ
ら
に
団
結
を
高
め
て
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
毎
年
６

月
末
頃
が
見
頃
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

北
ア
ル
プ
ス
奉
納
太
鼓

実
行
委
員
会

■
事
業
名　
北
ア
ル
プ
ス
の
自
然・

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
の
魅
力
発

信
と
大
町
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
事
業

■
補
助
金　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
倉
科
健
一

■
代
表
者
の
一
言　

７
月
27
日

（
金
）と
28
日（
土
）、
喜
多
郎
さ
ん
を

招
い
て
、
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

大
町
・
松
川
地
区
で
奉
納
太
鼓
と

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
奉

納
太
鼓
は
大
北
太
鼓
連
を
は
じ
め
、

各
地
か
ら
太
鼓
愛
好
家
が
集
ま
り

ま
す
。参
加
自
由
、無
料
。コ
ン
サ
ー

ト「
古
事
記
と
宇
宙
」で
は
、
夜
空
に

神
秘
的
な
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
音

色
が
響
き
わ
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
大
人
３
０
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

　29 年度にあった公文書公開の請求は 189 件です。運用の内訳は、表のとおりです。
　公文書の一部公開は、特定の個人が判別できる場合や法人などに関する情報で、公にすることにより、
当該法人などの権利、競争上の地位を害する恐れがあるなどの理由で、一部公開としました。
　選挙管理委員会、公平委員会、監査委員および固定資産評価審査委員会への公開請求はありませんでした。

■問い合わせ　庶務課行政管理係　℡市内線５１１

公文書公開・個人情報開示の請求件数と処理状況

執行機関　　　　　区分 請求
処理状況

取り下げ 審査請求
公開 一部公開 非公開（不存在含む）

市長（水道部・病院含む ) 170 57 80 29 4 −
教育委員会 17 7 9 1 − −
農業委員会 1 − 1 − − −
議会 1 − 1 − − −

計 189 64 91 30 4 −

個人情報の開示請求
請求

処理状況
取り下げ 審査請求

承諾 一部不承諾 不承諾（不存在含む）

5 3 1 1 − −

平成29年度の運用状況 公文書公開・個人情報開示請求
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みんなで支える国民健康保険
　国民健康保険税（国保税）は、皆さんが病気やけがをしたときの
費用に充てられています。必ず納期限までに納めましょう。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線４２２・４２３

本年度の国保税が決まりました
　前年の所得による本算定を行い、１年間の税額が決まりました。
納税通知書は７月下旬までに発送しますので、ご確認ください。
　平成30年度から、国保税の課税限度額（上限額）が変更になりまし
た。上限額は介護分を含め、89万円から93万円に変わります。

国保税の軽減
　被保険者（国保加入者）の所得の合計額が一定以下の場合、均
等割額と平等割額が軽減されます。

自己負担限度額が変わります
　８月より「70歳以上の現役並み所得者」「一般区分」の人の医療費の１カ月の自己負担限度額が変更となります。

※４回目以降とは、過去12カ月以内に、一つの世帯で４回以上高額療養費の支給があった場合の限度額

納税相談をご利用ください
　納期内に納税できない事情がある人は、納
税相談をご利用ください。国保税を滞納し
ていると、滞納期間に応じた厳しい措置がと
られ、十分な給付が受けられなくなる場合
があります。未納のままにせず、まずはご相
談ください。
　７月は、窓口で夜間納税相談も実施します。

■夜間納税相談
７月27日（金）・30日（月）　午後７時まで

均等割額と平等割額の軽減
合計所得金額 軽減率

33万円以下のとき 7割

（27.5万円×被保険者数＋33万円 ） 以下のとき 5割

（50万円×被保険者数＋33万円 ） 以下のとき 2割

■国保税の税額　４つの項目を基に計算し、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」の組み合わせで決まります。
区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 上限額

医療分 （所得※ー33万円）×5.90％ 22.0％ 18,000円 24,000円 58万円（54万円）

後期高齢者支援金分 （所得※ー33万円）×2.40％ － 11,000円 － 19万円（19万円）

介護分 （所得※ー33万円）×2.20％ 2.0％ 8,000円 7,000円 16万円（16万円）

※所得とは、前年の収入から公的年金等控除額や給与所得控除額などの必要経費を差し引いた金額です。遺族
年金や障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの所得控除は適用されません。

■高額療養費制度
区分 所得要件 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現
役
並
み
所
得

Ⅲ 住民税の課税所得690万円以上 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
（４回目以降は140,100円）※

Ⅱ 住民税の課税所得
380万円以上690万円未満

167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
（４回目以降は93,000円）※

Ⅰ 住民税の課税所得
145万円以上380万円未満

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
（４回目以降は44,400円）※

一般 住民税の課税所得
145万円未満

18,000円
（年間上限144,000円）

57,600円
（４回目以降は44,400円）※

低
所
得
者

Ⅱ 住民税非課税世帯 8,000円 24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（所得が一定額以下） 8,000円 15,000円
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後期高齢者医療制度高齢者を支える
　後期高齢者医療制度は、75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）の人の医療費のうち、国や都
道府県、市区町村の公費で約５割、現役世代の支援金（後期高齢者支援金）で約４割、残りの１割を被保
険者が保険料で負担し、みんなで高齢者を支える制度です。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線４２２・４２３

保険料の軽減
　所得の低い人、制度加入直前に健康保険組合などの被扶養者として保険料の負担が無かった人には、保
険料の軽減措置があります。
■均等割額の軽減

■被扶養者の軽減
　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外）の被扶養者であった被保
険者は、所得割額がかからず、均等割額が５割軽減（20,453円／年）となります。

平成 30 年度・31 年度の保険料率が決まりました
　後期高齢者医療制度の保険料率は、見込まれる医療費などを推計して２年ごとに見直されます。30年度・
31年度の保険料率が決まりました。個人別の保険料額の決定通知は、現金納付・口座振替の人は７月中旬
に、年金からの天引きの人は８月中旬に送付します。
■30年度・31年度の保険料率と年間保険料上限額（見直し前との比較）

▽均等割額　40,907円（変更なし）　 ▽所得割額　8.30％（変更なし）　

▽年間保険料上限額　62万円（＋５万円）

加入者の年間保険料
　保険料は、被保険者の「均等割額（被保険者１人１人にかかる金額）」と「所得割額（被保険者の所得に応じ
掛る金額）」の合計額です。年度途中で加入した場合は、加入月の分から計算します。

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金や障
害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」は適用されません。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等の合計額 軽減後の均等割額

33万円以下
の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得なし）の場合 9割軽減 4,090円／年

上記以外の場合 8.5 割軽減 6,136円／年
33万円＋（27.5万円×世帯の被保険者数）以下の場合 5割軽減 20,453円／年
33万円＋（50万円×世帯の被保険者数）以下の場合 2割軽減 32,725円／年

自己負担限度額が変わります

　８月より、現役並み所得者および一
般の区分の人の、１カ月の医療費の自己
負担限度額が変更となります。詳しくは、
14ページの表「高額療養費制度」をご覧く
ださい。（区分Ⅰの人は低所得者Ⅰを、区
分Ⅱの人は低所得者Ⅱをご覧ください）

高額療養費の対象になった人は

　高額療養費申請手続きのお知らせを送付します。申請は
初回のみで加入期間中有効です（振り込む口座番号が変更に
なった場合は必要です）。１カ月（同じ月内）の医療費の自己
負担額が限度額を超えた場合は、超えた分が申請時に指定
いただいた口座に振り込まれます。ただし、入院時の食事
代や保険適用外の差額ベッド代などは、支給の対象外です。

均等割額
被保険者１人当たり

40,907円

所得割額
本人の所得に応じ

（所得※－33万円）×8.30％

年間保険料
上限額62万円

100円未満切り捨て
＋ ＝
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  高齢受給者証
　医療機関での窓口負担割合（１割、２割、３割のいず
れか）が記載されている証で、70～74歳の人に交付し
ています。有効期限は毎年７月末までです。新しい証を
７月下旬に発送します。

  限度額適用認定証
  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までにする認定証で
す。個人住民税非課税世帯の人は、入院時の食事代も
減額になります。交付対象者は、70歳未満の人、70歳
以上75歳未満で住民税非課税世帯の人と、８月からは
住民税課税所得145万円以上690万円未満の人も対象
です。
　有効期限は毎年７月末までです。認定証が必要な場
合は、免許証などの本人確認書類、保険証、マイナンバー
の分かるもの、印鑑を持参の上、手続きしてください。
※国保税の未納がある場合は、「限度額適用認定証」の
交付はできません。

  特定疾病療養受療証
　人工透析や血友病など、高額な治療を長期間必要と
する人に交付している証です。有効期限は毎年７月末ま
でです。新しい証を７月下旬に発送します。

  被保険者証（保険証）
　現在お使いの「橙色」の保険証の有効
期限は７月31日です。７月下旬に「黄
色」の新しい保険証を郵送します。有
効期限は31年７月31日です。橙色の
保険証は、８月１日以降にご自身で裁
断するなどして破棄してください。
※医療費の一部負担金の割合が、変更
になっている場合がありますので、ご
確認ください。

  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額まで
にする認定証です。交付対象者は、個
人住民税非課税世帯の人と、８月から
は現役並み所得者で課税標準額が145
万円から690万円未満までの人も対象
です。
　有効期限は毎年７月末までです。一
度申請すると、８月以降も該当する場
合には期限前に市から新しい認定証を
送付します。入院して認定証を提示せ
ずに医療機関で支払いをした場合は、
後日、差額を高額療養費として支給し
ます。

※「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養受療証」は、世帯に29年中の個人住民税の所得の
申告をしていない人がいると、更新ができません。収入が無い場合や非課税年金を受給している場合も申告をしてください。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡市内線４２２・４２３

　
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
年
金

（
老
齢
年
金
）や
、障
が
い
や
死
亡
と

い
っ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と

き
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
免
除
や
納
付
猶
予
の
制
度
が

あ
り
、
活
用
す
れ
ば
年
金
を
受
給

す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
に

困
っ
た
ら
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業

し
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申

請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
は
所
得
に
応
じ
て「
全
額

免
除
」「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免

除
」「
４
分
の
１
免
除
」が
あ
り
ま

す
。 国

民
年
金
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
の
ご
活
用
を
！

年
金
保
険
料
納
付
に
お
困
り
の
皆
さ
ん

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
20
～
50
歳
未
満
の
学
生
以
外
の

人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た

だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

■
受
付　
松
本
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
民
課
国
保
・
年
金
係

■
30
年
度
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

▽
申
請
期
間　
７
月
１
日
～

▽
承
認
期
間　
７
月
～
31
年
６
月

共
通
事
項

　
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

国民健康保険 後期高齢者医療

保険証の更新手続きをしてください
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　通常の学区と異なり、通学区を広げて児童・生徒の募集を行う小規模特認校制度により、八坂小学校、
八坂中学校、美麻小中学校の３校は本年度も市内全域から児童・生徒を募集します。
　詳しくは各校のホームページをご覧ください。

体験活動を重視し主体性を育てる
八坂小学校、八坂中学校
■特色
1　少人数の特色を生かし、小中連携教育を進

め、確かな学力を身に付けさせ、一人一人の
願いの実現を図ります。

2　子どもたちに自ら学ぶ意欲や主体的な態度
が身に付くように、地域の自然や伝統・文化
を体験的に学ぶ学習を充実させます。

3　特認校制度の下に転入学した児童・生徒の
うち、４年生以上は定期的（年間３回を予定）
に山村留学センターを利用した通学合宿を実
施して、集団の中での規則正しい生活習慣と
生活力を高めます。

■募集する学年・人数　31年度の中学３年生を
除く学年を対象に学区外から若干名
■募集期間　７～12月
■学校見学会

▽八坂小学校　７月17日（火）、11月16日（金）

▽八坂中学校　９月１日（土）、11月16日（金）

▽内容　授業参観、学校説明
■問い合わせ

▽八坂小学校（教頭）　℡２６－２０１０

▽八坂中学校（教頭）　℡２６－２０２０

　夏休み特別企画！　今年で最後になる関電トンネルトロリー
バスに乗って黒部ダム見学や黒部湖遊覧をしたり、大町エネル
ギー博物館で、まきバスに乗って大町ダムへ小旅行とプラネタ
リウム観賞などを行います。
■期日　７月30日(月) 　※雨天決行
■行程　ＪＲ信濃大町駅前集合8：00→（バス）→扇沢駅→（トロ
リーバス）→黒部ダム→黒部湖遊覧船「ガルベ」で遊覧→（昼食）→
扇沢駅→大町エネルギー博物館→ＪＲ信濃大町駅解散15：45
■対象・定員　市内および近隣市町村の小学校４～６年生　先
着40人
■費用　1,000円（運賃、観覧料、保険料）
■持ち物　昼食、飲み物、おやつ、雨具など
■申し込み　７月14日（土）から受け付けます。電話または直接、
大町温泉郷観光協会事務局へ。
■問い合わせ
　大町温泉郷観光協会事務局　℡２２－３０３８

自律した学習者を育てる
新たな歩みを始めた美麻小中学校
■特色
1　義務教育学校として、一貫教育を行います。

義務教育９年間を心身と学びの発達に合わせ
てホップ期（１～４年）、ステップ期（５～７年）、
ジャンプ期（８～９年）の３つの課程で構成し、
５年生からは教科担任制の指導を行います。

2　東海大学と美麻公民館の連携により開発さ
れた「元気アップ運動」を毎朝全校児童・生徒
が行い、体力を向上させるとともに心身の安
定を図ります。

3　全校による米国メンドシーノとの交流事業
や、５・６年生は姉妹校Ｋ８スクールなど米
国への訪問事業（隔年）で、コミュニケーショ
ン能力や国際感覚を養います。

■募集する学年・人数　31年度の全学年を対象
に学区外から若干名
■募集期間　９～12月
■学校見学会

▽期日　９月１日（土）

▽内容　元気アップ運動、授業参観、学校説明
■問い合わせ
　美麻小中学校（副校長）　℡２９−２００４

八坂小学校・八坂中学校・美麻小中学校

募集 ＫIＤ’S 大町体験ツアー

市内全域から児童・生徒を募集！
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東
小
学
校

運
動
会

　
東
の
子
の
躍
動
す
る
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
15
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
５
分

※
雨
天
順
延

■
会
場　
東
小
学
校　
校
庭

祖
父
母
参
観

　
児
童
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
13
日（
土
）

午
後
１
時
40
分
～
２
時
25
分

■
会
場　
東
小
学
校

■
持
ち
物　
上
履
き

マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

　
低
・
中
・
高
学
年
の
３
コ
ー
ス

を
児
童
が
自
己
記
録
更
新
を
目
指

し
て
走
り
ま
す
。
児
童
の
頑
張
り

に
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
２
日（
金
）

午
前
９
時
～
10
時
30
分

■
会
場　
東
小
学
校　
周
辺
道
路

絆
・
あ
り
が
と
う
の
会

　
日
頃
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
学
習
の
成
果
を
発
表
し
、

感
謝
の
気
持
ち
や
元
気
を
お
届
け

し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
９
日（
金
）　

午
後
０
時
50
分
～
１
時
50
分

■
会
場　
東
小
学
校　
体
育
館

■
持
ち
物　
上
履
き

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
）

■
日
時　
11
月
９
日（
金
）

午
後
２
時
15
分
～
３
時
45
分

■
会
場　
東
小
学
校　
体
育
館

■
演
題　
バ
イ
オ
リ
ン
＆
ト
ー
ク

コ
ン
サ
ー
ト
～
夢
に
向
か
っ
て
～

■
講
師　
牧
美
花
さ
ん（
バ
イ
オ

リ
ン
演
奏
家
）

■
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観

　
児
童
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
全
校
参
観
日
の
日
時

７
月
４
日（
水
）

午
後
２
時
～
２
時
45
分

■
低
学
年
参
観
日
の
日
時

31
年
２
月
14
日（
木
）

午
後
２
時
～
２
時
45
分

■
中
学
年
参
観
日
の
日
時

31
年
２
月
８
日（
金
）　

午
後
２
時
～
２
時
45
分

■
高
学
年
参
観
日
の
日
時

31
年
２
月
21
日（
木
）　

午
後
２
時
～
２
時
45
分

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
東
小
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
０
６
１
１

西
小
学
校

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

■
日
時　
７
月
５
日（
木
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場　
西
小
学
校　
体
育
館

■
演
題　
ネ
ッ
ト　
こ
こ
が
心
配

～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
と
留
意
点
～

■
講
師　
南
澤
信
之
さ
ん（
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所
専
務

理
事
）

■
持
ち
物　
上
履
き

運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
が
躍
動
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
15
日（
土
）　

午
前
８
時
40
分
～
午
後
２
時
40
分

※
雨
天
順
延

■
会
場　
西
小
学
校　
校
庭

校
内
音
楽
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
ま
す
。

■
日
時　
10
月
26
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

■
会
場　
西
小
学
校　
体
育
館

■
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観

　
児
童
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
９
日（
金
）

午
後
２
時
５
分
～
２
時
50
分

■
持
ち
物　
上
履
き

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
最
後
ま
で
全
力
で
走
る
姿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
16
日（
金
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

■
会
場　
西
小
学
校　
校
内
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
周
辺

■
問
い
合
わ
せ　
西
小
学
校　

℡
・
有
線
２
２
・
０
０
１
９

　
「
生
涯
学
習
の
機
会
と
し
て
、
多
く
の
人
に
学
校
の
授
業
や
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」「
地

域
の
皆
さ
ん
に
近
所
の
学
校
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
、
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
本
部
と
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
学
校
が
行
う
授
業
・
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
を
積
極
的
に
開
放

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
提
供
す
る
学
校
開
放
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
区
に
限
ら
ず
、
ど
こ
で
も
ご
自
由
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、

ご
自
身
の
学
習
機
会
と
し
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
学
校
施
設
や
子
ど
も
た
ち
の

様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年
係　
℡
市
内
線
６
２
２

平
成
30
年
度　

学
校
開
放
講
座
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南
小
学
校

運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
の
活
躍
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
15
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
会
場　
南
小
学
校　
校
庭

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

■
日
時　
10
月
19
日（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場　
南
小
学
校　
体
育
館

■
演
題　
日
本
に
住
ん
で
み
て
の

発
見
～
異
文
化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

■
講
師　
清
水
ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん

■
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観

　
児
童
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
27
日（
土
）

午
前
８
時
45
分
～
11
時
30
分

■
持
ち
物　
上
履
き

松
林
マ
ラ
ソ
ン

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
敷
地

内
の
松
林
の
中
で
朝
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
か
。
10
～
11
月
に

全
校
で
取
り
組
み
ま
す
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
時
間　
午
前
７
時
45
分
～
８
時

15
分マ

ラ
ソ
ン
記
録
会

11
月
７
日（
水
）　
午
前
中

※
予
備
日　
11
月
13
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　
南
小
学
校　

℡
・
有
線
２
２
・
０
５
２
１

北
小
学
校

授
業
参
観

　
児
童
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

▽
９
月
８
日（
土
）

午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

▽
11
月
30
日（
金
）

午
後
１
時
15
分
～
２
時

■
持
ち
物　
上
履
き

音
楽
会

　
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
・
演
奏
を

聴
き
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
19
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

■
会
場　
北
小
学
校　
体
育
館

■
持
ち
物　
上
履
き

な
か
よ
し
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
旬
間

　
各
学
年
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
手
話
体
験
、

点
字
体
験
、
車
い
す
体
験
、
ア
イ

マ
ス
ク
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
体
験
な

ど
を
、
児
童
と
一
緒
に
体
験
で
き

ま
す
。
期
間
中
は
、１
時
限
目（
午

前
８
時
45
分
～
９
時
30
分
）を
中

心
に
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

■
期
日　
10
月
22
日（
月
）～
11
月

９
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　
北
小
学
校　

℡
・
有
線
２
３
・
０
１
９
０

八
坂
小
学
校

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

■
日
時　
８
月
27
日（
月
）

午
後
２
時
～
３
時
35
分

■
会
場　
八
坂
小
学
校　
体
育
館

■
演
題　
ピ
ア
ノ
＆
ト
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト
～
視
覚
障
が
い
を
乗
り
越

え
て
～

■
講
師　
大
月
裕
夫
さ
ん（
ピ
ア

ノ
演
奏
家
）

■
持
ち
物　
上
履
き

八
坂
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会

　
保
育
園
、
小
学
校
、
地
域
住
民

の
合
同
運
動
会
で
す
。

■
期
日　
９
月
８
日（
土
）

■
会
場　
八
坂
小
学
校　
校
庭

パ
ン
ジ
ー
の
花
壇
づ
く
り

■
種
ま
き

▽
日
時　
８
月
22
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

■
苗
の
仮
植

▽
日
時　
９
月
19
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

■
苗
の
定
植

▽
日
時　
10
月
31
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

授
業
参
観

　
児
童
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観

で
き
ま
す
。

■
期
日　
７
月
17
日（
火
）、
11
月

16
日（
金
）、
31
年
２
月
２
日（
土
）

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
八
坂
小
学
校　

℡
２
６
・
２
０
１
０

八
坂
中
学
校

授
業
参
観
・
学
校
公
開

　
生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観

で
き
ま
す
。
内
容
に
よ
り
一
緒
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
期
日　
11
月
16
日（
金
）、
31
年

２
月
２
日（
土
）

■
持
ち
物　
上
履
き

学
習
総
合
発
表
会

や
ま
び
こ
祭（
文
化
祭
）

　
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

音
楽
会
、
ミ
ニ
運
動
会
、
各
種
展

示
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
半
年
間

の
学
習
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

▽
９
月
28
日（
金
）

午
後
０
時
40
分
～
２
時
50
分

▽
９
月
29
日（
土
）

午
前
８
時
40
分
～
11
時
40
分

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
八
坂
中
学
校　

℡
２
６
・
２
０
２
０
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美
麻
小
中
学
校

学
校
公
開

美
麻
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
や
学

習
の
様
子
、
学
校
施
設
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
小
規
模
特
認
校
制
度
の

利
用
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
を
対

象
に
学
校
説
明
会
も
行
い
ま
す
。

■
日
時　
９
月
１
日（
土
）

午
前
８
時
15
分
～
正
午

■
持
ち
物　
上
履
き

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

■
日
時　
９
月
12
日（
水
）

午
前
10
時
～
11
時
35
分

■
会
場　
美
麻
小
中
学
校　
体
育

館■
演
題　
君
は
一
人
じ
ゃ
な
い
か

ら
～
性
同
一
性
障
害
の
啓
発
～

■
講
師　
長
岡
春
奈
さ
ん

■
持
ち
物　
上
履
き

第
31
回 

梨
の
木
祭（
文
化
祭
）

　
学
芸
、
学
習
の
成
果
発
表
や
音

楽
会
が
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
の
発
表
す
る
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容

▽
９
月
28
日（
金
）　
午
後

開
祭
式
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

▽
９
月
29
日（
土
）　
終
日

音
楽
発
表
、
展
示
、
閉
祭
式

■
持
ち
物　
上
履
き

授
業
参
観

　
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
や
学

習
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
７
月
10
日（
火
）、
11
月

16
日（
金
）、
31
年
２
月
２
日（
土
）

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
美
麻
小
中
学
校

℡
２
９
・
２
０
０
４

第
一
中
学
校

短
期
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

　
夏
休
み
中
の
学
校
を
利
用
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
一
緒
に
学
び
合

う
場
で
す
。昨
年
度
は
、フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
木
工
作
、
ヨ

ガ
な
ど
10
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

■
日
時　
７
月
30
日（
月
）～
８
月

２
日（
木
）

■
会
場　
第
一
中
学
校　
各
教
室

■
対
象　
生
徒
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
ど
な
た
で
も

■
そ
の
他　
詳
し
く
は
、
学
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ぶ
し
祭（
文
化
祭
）

 

学
習
・
作
品
展
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
や
英
語
ス
ピ
ー
チ
な
ど

の
学
習
発
表
、
運
動
会（
一
中
秋

の
陣
）、
音
楽
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。
生
徒
が
一
人
一
人〝
輝
く
〟姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
28
日（
金
）・
29
日

（
土
）　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
３

時
30
分（
29
日
は
午
後
０
時
20
分

ま
で
）

■
持
ち
物　
上
履
き

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

　
学
校
開
放
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
29
日（
月
）

午
後
２
時
20
分
～
３
時
50
分

■
会
場　
第
一
中
学
校　
体
育
館

■
演
題　
幸
せ
な
人
生
を
歩
む
た

め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と

■
講
師　
比
田
井
和
孝
さ
ん（
上

田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
）

■
持
ち
物　
上
履
き

学
校
開
放
日（
授
業
参
観
）

　
生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観

で
き
ま
す
。

■
日
時　
10
月
29
日（
月
）、
31
年

２
月
12
日（
火
）　

午
前
８
時
15
分
～

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ　
第
一
中
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
１
２
６
２

仁
科
台
中
学
校

蓮
華
祭（
文
化
祭
）

　
意
見
文
発
表
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
発
表
、
吹
奏
楽
部
発
表
、

生
徒
会
企
画
、
音
楽
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。
生
徒
一
人
一
人
の
学
習

成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
28
日（
金
）・
29
日

（
土
）

午
前
８
時
35
分
～
午
後
３
時
30
分

（
29
日
は
午
前
中
）

■
持
ち
物　
上
履
き

■
そ
の
他　
校
地
内
お
よ
び
Ｊ
Ａ

大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

授
業
参
観

　
生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習
の
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観

で
き
ま
す
。

■
期
日　
７
月
６
日（
金
）、
９
月

７
日（
金
）、
11
月
12
日（
月
）、
31

年
２
月
22
日（
金
）

■
持
ち
物　
上
履
き

■
そ
の
他　
校
地
内
お
よ
び
Ｊ
Ａ

大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
蓮
華
祭
、
母
親

コ
ー
ラ
ス
祭
な
ど
で
コ
ー
ラ
ス
の

発
表
を
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ほ
か

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ご
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
活
動
日
時　
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
４
木
曜
日

午
後
７
時
～
８
時

■
会
場　
仁
科
台
中
学
校　
音
楽

室■
そ
の
他　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
み
年
会
費
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
仁
科
台
中
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
１
８
１
７
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“ありがとう”バンブーウェーブ
　まちづくり交流課国際芸術祭推進担当所属の髙松です。昨年
度までほぼ隔月で掲載していた「あんじゃねぇ通信」。今年度か
らは不定期の掲載ですが、これからも協力隊の活動をお知らせ
していきます。
　今回は、５月19日に八坂地区で行われた「バンブーウェーブ
お別れ会」と「竹を使ったサウンドオブジェワークショップ」の
話題をお送りします。
　昨年の「北アルプス国際芸術祭」を代表するロシア人作家・ニ
コライ・ポリスキーさんの作品「バンブーウェーブ」。地元八坂
地区の皆さんの思いもあってこの日まで雄大な姿を残していま
した。
　お別れ会では、「八坂の大竹」を使った制作時のエピソードや
芸術祭中の様子などが語られ、どれほど地域の皆さんに愛され
ていたかが分かりました。年配の人や子どもたちが作品に「あ
りがとう」と言っている姿が印象的で、芸術祭に関わった身と
しては「やってよかったなぁ」と思うお別れ会でした。
　その後、バンブーウェーブの竹を使って、音を奏でる「サウ
ンドオブジェ」を制作している作家・松本秋則さんのワーク
ショップを開催。メインの子どもたちより、付き添いのお父さ
んたちの方が熱中して竹のオブジェを作っている姿がほほ笑ま
しかったです。生まれ変わったバンブーウェーブが奏でる、爽
やかな音色を聞き比べて誰もが笑顔になる、そんな楽しいひと
ときでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　（髙松永和）

　こんにちは。５月より大町市地域おこし協力隊に着任しました
波部です。東京出身・東京育ちで、ちょこっとアメリカとラオス

（タイとベトナムの間の国です！）と徳島県を経由して大町にやっ
てまいりました。現在は市役所商工労政課におり、信濃大町駅前
の商店街に開設予定のコワーキングスペースのオープン準備をし
ています。オープン後はそちらに常駐する予定なので、駅前にご
用の際はぜひ寄っていただきたいです。コワーキングスペースと
は、共同の仕事場として使っていただく場所のことで、市民の皆
さんにも利用していただける開けた場になるといいなと思ってい
ます。
　大町ではウインドサーフィンに挑戦したいです。休日は、安曇
野市のまきストーブを制作する職人さんのお手伝いをしています。
どうぞよろしくお願いします。　　　　　　　　　　（波部奈央）

協力隊が市内の“イイトコ”を発信しています。

「あんじゃねぇ通信」
信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌⑫

作家の松本さんとスタッフと一緒に

さよならバンブーウェーブ

子どもたちも楽しんでいました

波部奈央隊員と
コワーキングスペースの予定地

（仁科町）

おおまちイイトコ探し隊 検索

check!



広報おおまち　2018.7 22

　市内の観光施設を巡る「ぐるりん号」がリニューアルし、
２コースとなりました。ワンコインで１日乗り放題！　１
日券は、割引やプレゼントなどの特典も充実してさらにお
得です。詳しくはホームページをご覧ください。
■コース

▽東コース　信濃大町駅→塩の道ちょうじや→山岳博物館
→鷹狩山→山岳博物館→観光道路霊松寺入口→若一王子
神社→大黒町（伊藤商店前）→名店街入口→信濃大町駅

▽南コース　大町温泉郷→信濃大町駅→国営アルプスあづ
みの公園→ちひろ美術館→ラ・カスタ→仁科神明宮→信
濃大町駅　※便により違いがあります。

■料金
区分 １回券 １日券

中学生以上 200円 500円
小学生 100円 200円

未就学児 無料 無料

　昨年の北アルプス国際芸術祭で人気を博した、作家・目の作
品「信濃大町実景舎」を特別公開します。
　無差別に延ばされた導線から幻想的な白い空間、家屋の梁

はり
や

天井をまたぎその先には…。この機会にぜひご鑑賞ください。

■日時　７月21日（土）・22日（日）、８月１日（水）～19日（日）　午前９時15分～午後４時
■会場　鷹狩山山頂（旧大黒天）　■駐車場　鷹狩山第１駐車場をご利用ください。
■入館料　高校生以上200円、小・中学生100円　※未就学児は無料です。
■その他　淺井裕介さんの「土の泉」（大町エネルギー博物館）、ジミー・リャオさんの「私は大町で一冊の本に出

逢った」（名店街）は随時公開中、川俣正さんの「源汲・林間テラス」（北アルプスエコパーク周辺）は、８月
１日（水）から公開します。３作品とも入場無料です。詳しくは、ホームページをご覧ください。

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　（まちづくり交流課国際芸術祭推進担当内）　℡市内線５３７

■ホームページ
http://omachi-gururin.jp
■問い合わせ
　大町市観光協会
　℡２２－０１９０

©2017 Japan Alps Art Festival Executive Committee, 
Photo by Tsuyoshi Hongo.

～ １ 年 前 の 感 動 を 再 び ～
北アルプス国際芸術祭作品

「信濃大町実景舎」特別一般公開

　  北アルプス国際芸術祭 検索

　コースに増え500円で１日乗り放題２

周遊バス 信濃大町

「ぐるりん号」が
より楽しくリニューアル！
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
ず
ぶ
ぬ
れ

覚
悟
！「
夏
の
ア
ル
プ
ス
大
冒
険
～
サ
マ
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
～
」を
開

催
し
ま
す
。
人
気
の
川
遊
び「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー
」は
７
月
14

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！　

７
月
は「
わ
く
わ
く
プ
ー
ル（
幼
児
用
）」、
８

月
は
水
遊
び
プ
ー
ル
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン

ド
」、「
ず
ぶ
ぬ
れ
タ
イ
ム
」も
あ
り
ま
す
！　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・

パ
ー
ク
も
夏
休
み
期
間
中
は
毎
日
開
園
し
ま
す
。

　
夏
休
み
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー

　
北
ア
ル
プ
ス
の
渓
流
・
乳
川
で

川
遊
び
。
冷
た
く
き
れ
い
な
水
が

流
れ
落
ち
る
大
き
な
滝
は
迫
力
満

点
！　
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
！

■
日
時　
８
月
１
日（
水
）～
26
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

わ
く
わ
く
プ
ー
ル

　
７
月
は
、
幼
児
・
低
学
年
向
け

の
水
遊
び
プ
ー
ル
で
楽
し
も
う
！

■
日
時　
７
月
14
日（
土
）～
29
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　
レ
ン
タ
ル
棟
前

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

　
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
簡
単
に
木
登
り

が
楽
し
め
る
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
。
夏

の
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
は
河
畔
で
行
う

特
別
版
で
す
。

■
日
時　
７
月
15
日（
日
）・
16
日

（
月
）

午
前
10
時
～
、
午
前
11
時
～
、
午

後
１
時
～
、
午
後
２
時
～
、
午
後

３
時
～　
１
日
５
回

■
場
所　
河
畔
広
場

■
対
象
・
定
員　
６
歳
以
上　
各

回
10
人

■
料
金　
１
０
０
０
円

シ
ャ
ワ
ー
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
自
然
が
創
造
し
た
変
化
に
富
む

渓
流
で
、
ザ
ブ
ザ
ブ
歩
い
た
り
、

川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
た
り
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
。

■
日
時　
７
月
21
日（
土
）～
９
月

２
日（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時　
１

日
２
回

■
受
付　
事
前
に
電
話
で
、
白
馬

ラ
イ
オ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー（
℡

７
２
・
５
０
６
１
）へ
。

■
定
員　
各
回
20
人　
※
４
人
未

満
の
場
合
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
対
象　
４
歳
以
上　
※
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

■
料
金　

▽
大
人
６
５
０
０
円

▽
小
人
５
５
０
０
円

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
３

（
大
人
・
小
人
合
わ
せ
て
３
人
）

１
万
４
５
０
０
円
〜

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
４

（
大
人
・
小
人
合
わ
せ
て
４
人
）

１
万
９
０
０
０
円
〜

【
共
通
事
項
】

▽
料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無

料
で
す
が
、
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前

の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp /

■
日
時　
７
月
14
日（
土
）～
８
月

26
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　
河
畔
広
場

■
そ
の
他　
足
元
の
保
護
の
た
め
、

ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
つ

ま
先
、
か
か
と
の
あ
る
履
物
を
必

ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ウ
オ
ー

タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
の
販
売
あ
り（
お

問
い
合
わ
せ
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
）。

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド

　
８
月
か
ら
は
、
ア
ル
プ
ス
大
草

原
に
水
遊
び
プ
ー
ル
が
登
場
。土・

日
曜
日
、
祝
日
の「
ず
ぶ
ぬ
れ
タ

イ
ム
」に
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

が
動
き
だ
し
ま
す
。

スプラッシュ・ランド

シャワー・ピクニック

リバーサイド・ツリーイング

スプラッシュ・リバー
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
毎
年
恒
例
の
針
ノ
木
岳
慎
太
郎
祭
が
６

月
３
日
、
針
ノ
木
大
雪
渓
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
日
本
の
近
代
登
山
の
先
駆
者
・
百
瀬
慎

太
郎
の
業
績
を
た
た
え「
岳
都
お
お
ま
ち
」

の
夏
山
の
開
山
祭
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
、

今
年
で
61
回
を
数
え
ま
す
。

　
式
典
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
１
８
０
人

が
参
加
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
願
う
神

事
が
行
わ
れ
た
後
に
希
望
者
に
よ
る
記
念

登
山
が
行
わ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
が
先
導
し
、

班
ご
と
針
ノ
木
峠
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
白
馬
村
か
ら

親
子
で
参
加
し

た
山
下
哲て
つ

人ひ
と

さ

ん（
41
）は「
10

年
ほ
ど
前
に
１

回
登
っ
た
こ
と

は
あ
る
が
慎
太

郎
祭
は
初
め

て
。
天
気
も
良

い
の
で
気
持
ち

良
い
」と
話
し
、

ろ
う
じ
君（
10
）

も
父
親
と
の
登

山
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
に
氷
河
と
認
め
ら
れ

た
カ
ク
ネ
里
の
魅
力
を
探
り
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
に
生
か
そ
う
と
、
市

と
市
教
育
委
員
会
は
、
カ
ク
ネ
里

氷
河
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
６
月
９
日
に

サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
で
開
催
し
、

約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

鹿
島
槍
ヶ
岳
カ
ク
ネ
里
雪
渓（
氷

河
）学
術
調
査
団
の
団
員
が
一
堂

　
信
濃
大
町
水
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
進
め
る
市

は
、
㈱
ト
ー
エ
ル
に「
大
町
市
推
奨
ブ
ラ
ン

ド
」を
認
定
し
、
６
月
15
日
に
市
役
所
で
認

定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
現
在
、同
社
は
、海
外
向
け
ブ
ラ
ン
ド「
信

濃
湧
水
」を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
香

港
、
ベ
ト
ナ
ム
の
４
カ
国
で
販
売
。
こ
の
た

び
、台
湾
で
の
販
売
開
始
に
合
わ
せ
、ウ
オ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
用
ボ
ト
ル
の
箱
に
ブ
ラ
ン
ド

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
推
奨
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
印
刷
し

て
出
荷
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
海

外
で
も
信
濃
大
町
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
や
特
産
品
の
販
路
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

に
会
し
、
北
ア
ル
プ
ス
の
特
性
や
研
究
成

果
の
解
説
、
調
査
の
苦
労
な
ど
か
ら
氷
河

の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
カ
ク
ネ
里
氷
河
を
貴
重

な
地
域
の
資
源
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
か
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
パ
ネ

ラ
ー
の
㈱
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
の
田
中

章
雄
社
長
は「
氷
河
は
世
界
遺
産
に
準
じ

る
よ
う
な
価
値
が
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
や
仕
掛
け

づ
く
り
を
地
域
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
と
効
果
的
で
あ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
は
大
町
市
の
水

道
水
の
原
水
を
非
加
熱
除
菌

充
填
し
た「
信
濃
大
町 

湧
水
」

５
０
０
ｍ
ｌ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
同
日
に
発
売
。「
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
８
」最
高

金
賞
、「
ｉ
Ｔ
Ｑ
ｉ（
国
際
味
覚

審
査
機
構
）２
０
１
８
」優
秀
味

覚
賞
を
相
次
い
で
受
賞
し
て

国
際
的
に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

い
ー
ず
ら
大
町
特
産
館
、
塩
の

道
ち
ょ
う
じ
や
、
市
役
所
で
販

売
し
、
順
次
販
路
を
拡
大
す
る

予
定
で
す
。

「信濃大町 湧水」500mlペットボトル130円（税込み）

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

針
ノ
木
大
雪
渓
で
慎
太
郎
祭

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
カ
ク
ネ
里
氷
河
の
魅
力
と
岳
の
ま
ち
大
町
の
未
来
」

信
濃
大
町
水
ブ
ラ
ン
ド
海
外
発
信
＆「
信
濃
大
町 

湧
水
」市
内
で
発
売
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ときめきマイ・シティー

　
大
町
岳
陽
高
校
は
全
て
の
建
設
工
事
を
終
え
、
６
月
16

日
に「
大
町
岳
陽
高
等
学
校
開
校
記
念
式
典
」を
、
今
年
完

成
し
た
同
校
の
大
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
式
典
に
は
、
在
校
生

６
８
８
人
を
含
む
約
９
０
０
人
が
参
加
。
校
歌
斉
唱
や
来

賓
祝
辞
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど
で
祝
い
ま
し
た
。

　
山
㟢
裕
史
校
長
は「
伝
統
あ
る
大
町
高
校
、
大
町
北
高

校
が
統
合
し
３
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
両
校
の
歴
史
、

伝
統
を
継
承
し
、
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
新
た

な
学
校
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て

い
き
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
生
徒
を
代
表

し
て
生
徒
会
長

の
蜜
澤
晴は
る

哉や

さ

ん
は「
地
域
の

活
性
化
の
た
め

に
私
た
ち
の
若

い
力
は
必
要
。

地
域
に
誇
れ
る

学
校
を
目
指
し
、

学
校
生
活
を
送

り
た
い
」と
決

意
を
述
べ
ま
し

た
。

　
釣
り
を
通
し
て
豊
か
な
自
然
環
境

を
楽
し
み
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
に「
中
綱
湖
へ
ら
鮒

釣
り
大
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
・

西
澤
清
会
長
）を
６
月
17
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
18
回
目
を
数
え
る
今
年
は
、
参
加

者
71
人
が
午
前
５
時
の
開
会
式
終
了

と
同
時
に
湖
畔
の
思
い
思
い
の
場
所

で
午
後
２
時
ま
で
へ
ら
鮒
と
の
駆
け

引
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
山
梨
県
か
ら
友
人
と
参
加
し

た
山
田
兼か
ね
雄お

さ
ん（
80
）は「
ほ

ぼ
毎
回
参
加
し
、
毎
回
違
う
旅

館
に
泊
ま
る
の
が
楽
し
み
。
今

年
は
場
所
に
恵
ま
れ
て
楽
し
く

釣
り
が
で
き
た
」と
語
り
、
総

重
量
11
・
４
㎏
を
釣
り
上
げ
優

勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
体
長
39
㎝
の
も

の
を
釣
り
上
げ
た
人
も
お
り
、

大
型
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
市
消
防
団
は
６
月
17
日
、

文
化
会
館
駐
車
場
で「
大

町
市
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ

パ
吹
奏
大
会
」を
開
き
ま

し
た
。

　
大
会
は
、
日
頃
の
訓
練

成
果
の
発
表
と
消
防
技
術

の
向
上
や
団
員
の
士
気
高

揚
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

い
て
い
ま
す
。
競
技
に
は
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
８

チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
９
チ
ー
ム
、
ラ
ッ

パ
吹
奏
の
部
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
長
で
市
消
防
団
の
川
上
昇
団

長
は
あ
い
さ
つ
で「
今
ま
で
培
っ
て

き
た
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
仲
間
を
信
じ
、
チ
ー
ム
を
信
じ
、

各
チ
ー
ム
の
名
誉
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」と
激
励
す
る
と
、
団
員

た
ち
は
真
剣
な
面
持
ち
で
競
技
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
は

第
１
分
団
第
１
部
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
は
第
３
分
団
第
１
部
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
選
抜

チ
ー
ム
と
共
に
大
北
地
区
大
会
に
進

出
し
ま
し
た
。

建
設
が
完
了
し
た
新
校
舎
で

大
町
岳
陽
高
校
開
校
記
念
式
典

初
夏
の
中
綱
湖
で
釣
り
糸
を
垂
れ
る

へ
ら
鮒
釣
り
大
会
に
県
内
外
か
ら
71
人
が
参
加

消
防
団
が
日
頃
の
練
習
成
果
を
競
う

大
町
市
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
開
催
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山岳博物館

平公民館・女性未来館ピュア

気軽に「オリジナル・クラフト」
　オリジナルのクラフト制作を楽しみませんか。クラ
フトに挑戦し、世界に一つだけの作品を作りませんか。

■日時　７月31日（火）、８月31日（金）、９月28日（金）、
10月26日（金）、11月30日（金）、12月21日（金）
全６回　午後１時30分～３時30分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　会議室
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人
■講師　牛越克巳さん（絵手紙講師）
■内容　にじみランタン・オリジナルしおり・切り絵

灯籠・モービル・正月用箸袋の制作
■費用　1,400円（材料費）
■持ち物　筆記用具
■申し込み　７月５日（木）～12日（木）に、電話また

は直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。
■その他　託児あります（生後６カ月以上）。事前にお

申し込みください。

“信州”山の自然楽講座「花と昆虫　
その生物間関係を学ぶin針ノ木雪渓」
　講義で花と昆虫の関係を学び、針ノ木谷を登って
観察します。

■内容・日時・対象・定員・費用

▽講義　７月18日（水）　午後７時～８時30分　ど
なたでも　先着30人　無料

▽ 観察会　７月19日（木）　午前６時30分～午後
３時30分　行程が歩ける人　先着10人　
5,000円（保険料含む）

■講師　千葉悟志さん（山岳博物館学芸員）
■申し込み　７月13日（金）までに、ホームページ

またはファクスで、山岳総合センターへ。
■その他　観察会のみの参加は不可です。１日目に

センターに宿泊する場合は宿泊費1,500円
が必要です。

■問い合わせ　長野県山岳総合センター
　℡２２－２７７３　　２２－５４４４
　ホームページhttp://www.sangakusogocenter.com/

レザークラフト講座
　「獣たちの命が暮らしの中で生きるものになるよ
うに！」をコンセプトに、有害鳥獣として駆除された
シカやイノシシの革でレザークラフトを制作します。

■日時　７月24日・31日　火曜日　午後１時30
分～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着16人
■講師　井野春香さん（けもかわPROJECT代表・猟師）
■内容　コインケース・マネークリップの制作
■費用　4,000円（材料費）
■持ち物　筆記用具
■申し込み　７月19日（木）までに、電話または

直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。
■その他　託児あります（生後６カ月以上）。事前

にお申し込みください。

おおまちの自然探訪講座
　日本三大雪渓の一つである「針ノ木大雪渓」や氷
河に認定された「カクネ里雪渓」、国の天然記念物

「湯俣の噴湯丘」を間近に見ながら学びませんか。

■コース・期日・行程・講師
①針ノ木大雪渓コース　８月８日（水）　市役所集
合8：00→大沢小屋周辺→市役所解散14：00　
百瀬尭さん（針ノ木大沢小屋オーナー）
②カクネ里雪渓コース　９月５日（水）　五竜遠見
スキー場ゴンドラ乗り場前集合8：00→遠見尾根
→解散16：00　矢口拓さん（大町登山案内人組合）
③湯俣・噴湯丘コース　９月26日（水）　市役所
集合8：00→湯俣・噴湯丘→市役所解散16：00
矢口拓さん（大町登山案内人組合）
■対象・定員　市内にお住まいで、なだらかな山

を往復４時間程度歩ける人　各コース先
着12人

■費用　①・③無料　②2,000円（ゴンドラ運賃ほか）
■持ち物　山を歩ける服装・靴、雨具、リュック

サック、飲み物、昼食
■申し込み　７月４日（水）午前８時30分から受

け付けます。電話または直接、平公民館・
女性未来館ピュアへ（１コースのみも可）

■その他　状況により変更や中止があります。詳
しくは、後日お知らせします。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線２２－０６９４
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山岳博物館

自然ふれあい講座　みんなで温暖化
ウオッチ　セミのぬけがらを探せ！
　長野県環境保全研究所と山岳博物館の共催の講
座は、毎年同じ場所で、セミのぬけ殻を調べ続け
ることで、地球温暖化が身近な自然にどのような
影響があるか変化を観察します。参加無料です。
夏休みの自由研究にいかがですか。

■日時　８月３日（金）　午前10時～正午
※雨天決行

■会場　山岳博物館駐車場に集合
■対象・定員　どなたでも（小学３年生以下は保

護者同伴）　先着20人
■持ち物　筆記用具、飲み物、タオル、帽子
■申し込み　郵便番号、住所、氏名、電話番号を

添えて、電話またはファクス、Ｅメール
で長野県環境保全研究所へ。

■問い合わせ　長野県環境保全研究所（飯綱庁舎）
　℡０２６－２３９－１０３１
　　０２６－２３９－２９２９
　Ｅメール　kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

さんぱく こども夏期だいがく
親子の化石教室「信州が海だった頃」
　夏休み恒例イベント！　今年は、小川村で500
万年前に浅い海だった地層を観察し、化石を採集
します。大地の造りと変化を体感・学習できます。
参加無料です。

■日時	 ８月５日（日）　午前10時～正午
■会場　立屋展望広場駐車場（小川村）に集合
■対象・定員　小学生と保護者　先着10組
■申し込み　７月５日 （木）午前９時～29日（日）

に、電話または直接、山岳博物館へ。
■その他　雨天時は、山岳博物館で「地球の宝石

箱づくり」に変更します。

企画展「北アルプス誕生
　　　　　− 激動の500万年史 −」
　北アルプスの麓に生活する私たちは山々の雄大さと
四季折々の美しさに感動します。この山脈はいつ、ど
のようにできたのか、最新の研究成果をご紹介します。
現在の北アルプスの姿からは想像もできない激動のタ
イムトラベルをお楽しみください。

■日時　７月21日（土）～11月25日（日）　午前９時～
午後５時（入館は午後４時30分まで）

■会場　大町山岳博物館　特別展示室
■入館料　通常の入館料（常設展と共通）が必要

関連企画「ミュージアムトーク」
　企画展の内容を分かりやすく紹介・解説します。ど
なたでも参加でき、申し込み不要です。

■日時　７月21日（土）　午前10時、午後２時（所要時
間は約20分）

■会場　大町山岳博物館　特別展示室
■費用　通常の入館料（常設展と共通）が必要

関連企画「北アルプス地質見学登山
 − 爺ヶ岳にカルデラ湖があった頃 −」
　爺ヶ岳登山道で、250万～150万年前に蓮華岳、爺ヶ
岳、鹿島槍ヶ岳一帯に存在した巨大カルデラの断面を
観察しながら、北アルプスの成り立ちを学びます。

■期日　８月18日（土）～19日（日）　※雨天中止
■行程　扇沢駅集合7：00→種池山荘（講習・宿泊）→ 

爺ヶ岳→扇沢駅解散14：00（予定）
■対象・定員　爺ヶ岳への登山が可能で、原則65歳以

下の人　先着20人　※持病のある人などは
ご相談ください。小学生は保護者同伴です。

■講師　原山智さん（信州大学特任教授）
■費用　3,000円（資料代、保険料ほか）、別に12,620円

（交通費、宿泊費）は、個人でお支払いください。
■申し込み　７月５日（木） 午前９時～８月12日（日）

に、電話または直接、山岳博物館へ。
■その他　混雑期のため、扇沢駅への往復は路線バス

をご利用ください。

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１
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体育協会

総合体育館

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

木崎湖でウオータースポーツ体験
　カヌーに乗り、湖上からの眺めを楽しみませんか。
SUP、サーフボードなども体験します。基礎から学ぶ
ので、初めての人も安心して体験できます。

■日時　７月16日（月）・21日（土）　午前９時～正午
■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）
■対象・定員　市内にお住まいか通勤・通学している

小学３年生以上の人　各日先着20人
■費用　1,000円（保険料ほか）　※参加日数に関係な

く同料金
■申し込み　７月12日（木）までに、費用を添えて直

接、総合体育館へ。
■その他　カヌーは１人１艇です。

ジュニアテニス教室
　夏休み期間にジュニアソフトテニス教室を開催し
ます。この機会に技術を習得しましょう。

■日時　７月30日（月）～８月４日（土）　全６回　
午前９時～正午

■会場　運動公園クレーテニスコート、全天候テニ
スコート

■対象・定員　市内にお住まいの小学３年生以上の
人　先着30人

■費用　1,800円（保険加入者は1,000円）
■申し込み　７月26日（木）までに費用を添えて直

接、体育協会へ。
■問い合わせ　体育協会　℡・有線２２－７６５８

少年海洋教室　カヌー・ＯＰヨット
　教室はカヌー中心に行い、ＯＰヨットも体験し
ます。初心者大歓迎です。終了後には、８月19日（日）
開催の「木崎湖カップカヌー大会」に参加します。

■日時　８月２日（木）・15日（水）・18日（土）　
全３回　午前９時30分〜正午

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）
■対象・定員　市内にお住まいか、通学している

小学３年生～中学生　先着12人
■費用　1,500円（保険料ほか）
■申し込み　７月27日（金）までに、本人または

家族が費用を添えて直接、総合体育館へ。

パーソナルトレーナーによる
トレーニング講座（中期）
　骨格をベースと
した基本的な体の
動かし方を中心に、
自宅でもできる筋
力強化の運動系プ
ログラム。特に怠
り が ち な 体 の 後
面に働き掛ける動きで全身すっきりさせましょう。
各回完結の講座で、毎回の参加も可能です。
　昨年度の参加者（30代～70代）からは「柔軟性や
筋力が向上した」「肩凝り・腰痛が解消した」「基礎
体温が上がった」などの声が寄せられています。

■日時　８月14日（火）・23日（木）、９月５日（水）・
18日（火）、10月２日（火）・15日（月）・
31日（水）、11月15日（木）・28日（水）　
午前10時～正午

■会場　総合体育館小アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいの20歳以上の人

　各日先着20人
■費用　500円／回（施設利用料、保険料など）
■持ち物　上履き用運動靴、タオル、飲み物　運

動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　開催日の３日前までに、費用を添え

て直接、総合体育館へ。
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ギャラリー・いーずら

文化会館 児童センター

第17回浩和会和紙絵画展
　和紙の温かさ、染めの美しさにひかれた仲間の作
品展です。和紙絵の作品約40点を展示します。入
場無料です。

■日時　７月６日（金）～11日（水）　午前10時～午
後５時（最終日は午後４時まで）

■会場　ギャラリー・いーずら
　　　　（いーずら大町特産館２階）
■問い合わせ　生涯学習課生涯学習・青少年係
　℡市内線６２２

市民舞台芸術創作事業
「企画プロデュース夏期講座2018」
～プロの仕事から「企画＆プロデュース」を学ぼう～
　コンサート・ダンス・演劇などのステージイベン
トを題材にして、実践に向けた企画・プロデュース
の過程を学び、その知識や方法論を身に付けます。
　きっと、仕事やまちづくりの企画にも生かせます。
参加無料です。

■期日・内容　全３回

▽７月29日（日）　企画＆プロデュース基礎講座

▽８月19日（日）　企画構想＆企画会議

▽９月２日（日）　企画プラン完成＆企画プレゼン
■時間　午後１時30分～４時
■会場　文化会館　学習室
■対象・定員　全日程に参加できる社会人・一般の

人　先着10人程度
■講師　 ▽那須雅之さん（音楽プロデューサー・演出家）

▽藤川ユウマさん（振付師・演出家・ダンサー）

▽全体監修：飯島健さん（プロデューサー）

■申し込み　７月22日（日）までに、電話または直
接、文化会館へ。

０歳児の運動遊び
　子どもと触れ合い遊ぶことの大切さを、運動発達
支援などの子育てに役立つお話や実際に体を動かし
て体験してみましょう。

■日時　７月20日、８月31日、９月21日、10月19日
金曜日　全４回　午前９時30分～11時

■対象　市内にお住まいの０歳児と保護者　先着10組
■持ち物　バスタオル、飲み物、お出掛け時に必要な

もの　運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　７月９日（月）～12日（木）に、電話または

直接、児童センターへ。

学童夏休みお楽しみ教室
　身近な自然の中にどんな動物がいて、どんな生活
をしているのかみんなで学んでみましょう。

■日時　８月１日（水）　午前10時～11時
■対象・定員　市内にお住まいの小学生（保護者も

可）　先着20人
■持ち物　飲み物
■申し込み　７月９日（月）～20日（金）に、電話ま

たは直接、児童センターへ。

大町総合病院講座
「がんになっても、あわてない」
～緩和ケアを上手に使い倒すために～
　緩和ケアを知っていただく講座を開催します。医
師で元諏訪中央病院緩和ケア科医長の経験を持ち、
著書も多数ある講師のお話です。参加無料です。

■日時　７月17日（火）　午後１時～２時
■会場　大町総合病院南棟　講堂
■対象・定員　どなたでも　先着180人
■講師　平方眞さん（愛和病院（長野市）副院長）
■問い合わせ　大町総合病院総務課庶務係
　℡・有線２２－０４１５　内線２２１８

■会場・問い合わせ
　児童センター　℡・有線２２－０７４１

那須雅之 飯島健藤川ユウマ
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情報ステーション

　大町美麻ロードレース実行委員会では、「2018大町美麻サイ
クルロードレース大会」を９月２日（日）に美麻地区で開催しま
す。今回は、「文部科学大臣杯第74回全日本大学対抗選手権自
転車競技大会（インカレ）」として行われ、熱戦が期待されます。
特設周回コース（１周12.6㎞）が広範囲に渡ることから、交通
整理などにご協力いただけるボランティアを募集します。
　全国トップレベルの自転車ロードレースの醍

だい

醐
ご

味
み

を味わえる
機会に、大勢の皆さんのご協力をお願いします。

■申し込み　８月３日（金）までに、電話または直接、大町美麻ロードレース実行委員会事務局へ。
■問い合わせ　大町美麻ロードレース実行委員会事務局（市美麻支所産業建設係内）　℡２９－２３１１

　第36回全国都市緑化信州フェア「信州花フェスタ
2019～北アルプスの贈りもの～」では、日頃の緑化
活動の取り組みや造園や園芸の技能を広く発信・PR
する「庭園コンテスト」を開催します。

■出展場所　メイン会場（松本平広域公園　ターミ
ナルゾーン）
■出展期間　平成31年４月25日（木）～６月16日（日）
■部門

▽あそびの森　10～30㎡　10区画

▽信州彩園　16㎡　６区画

▽信州の庭　30～40㎡　30区画
■出展条件　出展料は無料ですが、作品制作に掛る
経費および維持管理費は出展者が負担
■応募期限　７月18日（水）
■応募資格　庭園の施工技術がある人であれば、企
業、団体、グループ、個人など問いません。
■審査・表彰　31年４月中旬に専門家による審査を
行い、フェア期間中に表彰式を開催します。
■その他　応募方法など詳しくは、公式ホームペー
ジをご覧ください。８月上旬に出展説明会も開催し
ます。
■問い合わせ
　第36回全国都市緑化信州フェア実行委員会事務局
　（長野県全国都市緑化信州フェア推進室内）
　℡０２６３－８８－１１８１
　ホームページ
　https://shinshu-hanafesta2019.jp/news/

　県や市などで組織する北アルプス山麓ブ
ランド運営委員会では、市民や来訪者の皆
さんに愛され、観光ツールとして活用でき
る大北地域ならではのご当地グルメの開発
に取り組みます。大町市では「黒部ダムカ
レー」が有名ですが、これに続くご当地グ
ルメとして、地域の優れた特産品である「北
アルプス山麓ブランド認定品」を用いたメ
ニューを募集します。

■応募期間　７月２日（月）～20日（金）
■応募資格　どなたでも（個人・団体）
■応募規定　大町市で生産・加工された「北
アルプス山麓ブランド認定品」を１品以上
使用した未発表のオリジナル料理（ジャン
ルは不問）
■審査方法　１次審査で書類審査を行い、
通過した作品は最終審査で試食審査
■結果発表　８月下旬に東京都内で発表お
よび市ホームページに掲載
■表彰　10月下旬に表彰します。最優秀
賞には、「北アルプス山麓ブランド認定品
の詰め合わせ」を贈ります。
■その他　応募方法など詳しくは、農林水
産課または市ホームページにある募集要項
をご覧ください。
■問い合わせ　農林水産課農業推進支援係
　℡市内線６３２

募集

募集 募集

2018大町美麻
サイクルロードレース大会ボランティア

第36回
全国都市緑化信州フェア
「庭園出典コンテスト」
出展作品

北アルプス山麓
ブランド
Ｂ級グルメメニュー
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募集

募集

平
成
31
年
４
月
採
用

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の

職
種
で
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
必
ず
募

集
要
領
を
ご
確
認
の
上
、
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
募
集
要
領
、
申
込
書
な
ど

は
、
郵
送
請
求
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
直
接
、
入
手
で
き
ま
す
。

一
般
事
務（
初
級
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
勤
務
先　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事

務
局
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
鹿
島
荘
」、

介
護
老
人
保
健
施
設「
虹
の
家
」、
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設「
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ

パ
ー
ク
」の
い
ず
れ
か

■
受
験
資
格　
昭
和
59
年
４
月
２
日
～

平
成
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
卒

程
度
の
学
力
が
あ
る
人
で
、
大
北
５
市

町
村
に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
大

北
５
市
町
村
の
実
家
を
離
れ
て
い
る
が

採
用
後
に
定
住
で
き
る
人

■
受
験
手
続
き　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送（
当
日
必
着
）ま
た

は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務

局
総
務
課
総
務
係
へ
。

■
受
付
期
間　
８
月
６
日（
月
）～
31
日

（
金
）

■
試
験
日　

１
次
試
験　

10
月
14
日

（
日
）、
２
次
試
験　
11
月
下
旬

土
木
技
師（
初
級
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

℡
２
２
・
６
７
６
４

▽
消
防
職
員　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防

本
部
総
務
課
庶
務
係

℡
２
２
・
０
６
８
８

自
衛
官
・
自
衛
官
を
目
指
す
学
生

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
や
自
衛
官
を

目
指
す
学
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生（
男
子
・
女
子
）

■
応
募
資
格　
18
歳
～
26
歳
の
人

■
受
付
期
間　
通
年

■
試
験
日　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格　
18
歳
～
26
歳
の
人

■
受
付
期
間　
７
月
１
日（
日
）～
９
月

７
日（
金
）

■
試
験
日　

１
次
試
験　

９
月
21
日

（
金
）～
23
日（
日
）

航
空
学
生

■
応
募
資
格　
海
上
は
、
高
卒
ま
た
は

高
専
３
年
次
終
了（
見
込
み
含
む
）の
18

歳
～
22
歳
の
人
。
航
空
は
、
高
卒
ま
た

は
高
専
３
年
次
終
了（
見
込
み
含
む
）の

18
歳
～
20
歳
の
人

■
受
付
期
間　
７
月
１
日（
日
）～
９
月

７
日（
金
）

■
試
験
日　

１
次
試
験　

９
月
17
日

（
月
）

防
衛
大
学
校
生（
推
薦
）

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

で
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど

に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
水
）～
７
日

（
金
）

■
試
験
日　
９
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

防
衛
大
学
校
生（
総
合
選
抜
）

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

（
自
衛
官
は
22
歳
ま
で
）の
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
水
）～
７
日

（
金
）

■
試
験
日　
１
次
試
験　
９
月
22
日（
土
）

防
衛
大
学
校
生（
一
般
）

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

（
自
衛
官
は
22
歳
ま
で
）の
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
水
）～
28
日

（
金
）

■
試
験
日　

１
次
試
験　

11
月
３
日

（
土
）・
４
日（
日
）

防
衛
医
科
大
学
校
生

■
応
募
資
格　
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年

次
修
了（
見
込
み
含
む
）の
18
歳
～
20
歳

（
自
衛
官
は
22
歳
ま
で
）の
人

■
受
付
期
間　
９
月
５
日（
水
）～
28
日

（
金
）

■
試
験
日

▽
医
学
科　

１
次
試
験　

10
月
27
日

（
土
）・
28
日（
日
）

▽
看
護
学
科（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

１
次
試
験　
10
月
20
日（
土
）

■
勤
務
地　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事

務
局

■
受
験
資
格　
昭
和
49
年
４
月
２
日
～

平
成
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
卒

程
度
の
学
力
が
あ
る
人
で
、
大
北
５
市

町
村
に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
採

用
後
に
定
住
で
き
る
人

■
受
験
手
続
き
・
受
付
期
間
・
試
験
日

一
般
事
務
と
同
様

消
防
職
員（
高
卒
程
度
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
地　
採
用
後
に
長
野
県
消
防
学

校
で
初
任
科
教
育
を
受
け
、
修
了
後
に

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大
町
・

南
部
・
北
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か

■
応
募
資
格　
平
成
５
年
４
月
２
日
～

13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
卒
程
度

の
学
力
が
あ
る
人
で
、
大
北
５
市
町
村

に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
採
用
時

に
定
住
で
き
る
人

■
受
験
手
続
き　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接（
平
日
）、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
へ
。

■
受
付
期
間　
８
月
１
日（
水
）～
15
日

（
水
）

■
試
験
日　

１
次
試
験　

９
月
16
日

（
日
）、
２
次
試
験　
10
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ　

▽
一
般
事
務
・
土
木
技
師　
北
ア
ル
プ

ス
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課
総
務
係
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高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

■
応
募
資
格　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

16
歳
ま
で
の
男
子
で
、
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

■
受
付
期
間　
11
月
１
日（
木
）～
30
日

（
金
）

■
試
験
日　
31
年
１
月
５
日（
土
）～
７

日（
月
）の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
応
募
資
格　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

16
歳
以
下
の
男
子

■
受
付
期
間　
11
月
１
日（
木
）～
31
年

１
月
７
日（
月
）

■
試
験
日　
１
次
試
験　
31
年
１
月
19

日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
長
野
地
方
協

力
本
部
松
本
地
域
事
務
所（
松
本
市
深
志

２

−

６

−

５
マ
ル
ナ
カ
深
志
ビ
ル
１
階
）

℡
０
２
６
３
・
３
６
・
２
７
８
７

青
少
年
に「
愛
の
声
か
け
運
動
」を

　
７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
全
国
強
調
月
間
」と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
で
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
愛
の
声
か
け
運
動
」は
、
進
ん
で
あ

い
さ
つ
す
る
、
褒
め
る
、
叱
る
、
認
め

る
、
感
謝
す
る
、
考
え
さ
せ
る
、
注
意

す
る
、
全
て
の
大
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
声

掛
け
を
し
て
青
少
年
に
関
わ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
通
勤
途
中
や

せ
な
い
」

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

７
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」

　
河
川
は
地
域
の
水
循
環
の
要
で
す
。

良
好
な
河
川
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

ご
み
な
ど
の
投
棄
や
汚
水
の
垂
れ
流
し

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
刈
り
取
っ
た

草
な
ど
に
よ
り
水
路
詰
ま
り
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
河
川
へ
の
投
げ
捨
て
は
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
河
川
敷
周
辺
や
水
路
に
構
造
物
を
造

る
場
合
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
事
前

に
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
７
月
１
日
～
７
日
は「
河
川

水
難
事
故
防
止
週
間
」で
す
。
ダ
ム
か

ら
の
放
水
に
よ
る
急
激
な
増
水
が
あ
り

ま
す
。
天
候
や
放
流
警
報
に
注
意
し
、

釣
り
や
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
管
理
係

℡
市
内
線
６
７
２

環
境
配
慮
型
住
宅
助
成
金

　
県
で
は
、
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

リ
フ
ォ
ー
ム
の
工
事
費
の
20
％
ま
で
最

大
50
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
県
産
木

材
を
使
用
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を

導
入
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
や
子
育
て

世
帯
、
移
住
世
帯
は
助
成
額
を
増
額
し

ま
す
。

　
い
ず
れ
も
必
ず
工
事
の
契
約
前
に
県

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
長
野
県
建
築
住
宅
課

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
３
９

は
か
り
定
期
検
査

　
取
引
や
証
明
に
使
う
計
量
器（
は
か

り
）は
、
法
律
に
よ
っ
て
２
年
ご
と
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
次
の
と
お
り
定
期
検
査
を
行

い
ま
す
。
検
査
に
は
手
数
料（
検
査
代

金
）が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物　
使
用
し
て
い
る
は
か
り

（
お
も
り
、
分
銅
と
も
）、
手
数
料

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

社
会
生
活
の
中
で
出
会
う
青
少
年
に
、

自
ら
進
ん
で
温
か
な「
愛
の
声
か
け
」を

し
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
市
青
少
年
補
導
委
員
と
市

内
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
、
小
・
中
学
生
へ
の
声
掛
け
や
見

回
り
、
合
同
補
導
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
５

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

「
思
い
や
り 

乗
せ
て
信
濃
路 

咲
く
笑
顔
」

　
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
間
近
に
控
え

市
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
等
全
て
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼

び
掛
け
、
交
通
事
故
防
止
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

■
期
間　
７
月
22
日（
日
）～
31
日（
火
）

※
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
７
月
23

日（
月
）・
26
日（
木
）で
す
。

■
運
動
の
重
点

▽
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
歩
行
者
保

護
の
徹
底　
横
断
歩
道
や
交
差
点
の
近

く
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
横
断
者

が
い
た
ら
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶　

飲
酒
運
転
し

（
四
）な
い
運
動「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」「
乗
る
人
に
は

飲
ま
せ
な
い
」「
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ

お知らせ

お知らせお知らせ

お知らせ

お知らせ

日　時 会　場

7月18日
(水)

10:30～
11:30 市美麻支所

13:30～
15:00

八坂情報コミュニ
ティセンターアキツ

7月19日
(木)

10:30～
12:00

市役所本庁舎
北側倉庫前

13:00～
15:30

7月20日
(金)

10:30～
12:00
13:00～
15:30
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お知らせ

お知らせ

お知らせお知らせ

お知らせ

お知らせ

市
町
村
振
興
宝
く
じ

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」発
売

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１
等

と
前
後
賞
合
わ
せ
て

７
億
円（
１
等
５
億
円
、

前
後
賞
各
１
億
円
）で

す
。
１
等
が
５
０
０
０
万
円
の
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
も
同
時
発
売
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
長
野
県
内

の
販
売
実
績
に
よ
り
配
分
さ
れ
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
期
間　
７
月
９
日（
月
）～
８
月

３
日（
金
）

■
抽
選
日　
８
月
14
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１
・
５
９
２

教
科
書
展
示
会

　
大
北
唯
一
の
教
科
書
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
地
域
の
小
・
中
学
校
や
高
校
で
使
用

し
て
い
る
教
科
書
の
ほ
か
、
本
年
度
採

択
さ
れ
て
来
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る
中

学
校
用
の
道
徳
の
教
科
書
も
展
示
し
ま

す
。
ご
覧
の
上
、
意
見
・
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
７
月
５
日（
木
）～
19
日（
木
）

の
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

日
商
簿
記
３
級
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
簿
記
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
必
須
知
識
で
す
。
人
気
の
公
的

資
格
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
８
月
23
日
～
10
月
４
日　
毎

週
火
・
木
曜
日　
全
13
回　
午
後
６
時

30
分
～
９
時

■
会
場　
大
町
商
工
会
議
所　
２
階　

大
会
議
室

■
定
員　
先
着
20
人

■
講
師　
川
上
忠
志
さ
ん（
穂
高
商
業

高
校
商
業
科
教
員
）　

■
費
用　
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
試
験
料
）

■
持
ち
物　
電
卓
、
筆
記
用
具

■
検
定
日　
11
月
18
日（
日
）

■
申
し
込
み　
８
月
８
日（
水
）ま
で
に
、

費
用
を
添
え
て
直
接
、
大
町
商
工
会
議

所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
商
工
会
議
所
経
営
支
援
課

℡
２
２
・
１
８
９
０

全
国
一
斉
不
動
産
表
示
登
記

無
料
相
談
会

　
長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

土
地
境
界
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
１
件
当
た
り
30

分
ま
で
で
す
。

■
日
時　
７
月
28
日（
土
）　
午
後
１
時
～

４
時

■
会
場　
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　
土
地
の
境
界
や
建
物
に

関
す
る
登
記
の
悩
み

■
申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
、
長
野

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
へ（
平
日
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
）。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

仁
科
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
生
徒
の
学
校
教
育
充
実
を
目
的
に
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
品
も
募
集
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時　
７
月
６
日（
金
）　
午
後
３
時

50
分
～
５
時
20
分

■
会
場　
仁
科
台
中
学
校　
体
育
館

■
持
ち
物　
上
履
き（
ス
リ
ッ
パ
）、
買

い
物
袋

■
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
品　
農
産
物
、
食

料
品
、
手
作
り
品
、
学
用
品（
学
校
指

定
の
も
の
）な
ど
７
月
５
日（
木
）ま
で

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
仁
科
台
中
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
１
８
１
７

15
分

■
会
場　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市

民
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

℡
市
内
線
６
１
３

大
北
地
域
シ
ニ
ア
の
集
い
２
０
１
８

～
笑
い
と
新
発
見
～

　
ど
な
た
で
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時　
７
月
25
日（
水
）　
開
場　
正

午
、
開
演　
午
後
１
時

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町　
２

階　
大
会
議
室

■
内
容

▽
第
１
部「
笑
い
」

　
柳
家
圭
花
さ
ん　
落
語
公
演

▽
第
２
部「
新
し
い
発
見
の
集
い
」

　
高
齢
者
の
居
場
所
と
出
番
を
発
見
し

て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、
大
北
地
域
の

各
地
で
活
動
の
団
体
が
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま

す
。

■
そ
の
他　
10
人
程
度
以
上
の
団
体
で

入
場
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）長
野
県
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
大
北
支
部（
大
町

保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
内
）

℡
２
３
・
６
５
０
７
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　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　北アルプス国際
芸 術 祭 の 舞 台 と
なった八坂・押の
田地区にＩターン
し、地元の人と米
作りを行う３家族
をご紹介します。
お話は吉田敏之さんに伺います。

 放送日  ……… 15日（日）・22日（日）　午後8：45

　暮らしのガイド～大町保健福祉事務所から～
　「蚊から身を守りましょう」と題して、大町保健
福祉事務所健康づくり支援課の番場真実さんから
のお話です。

 放送日  ……… 2日（月）・14日（土）　午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

平成史［日本史］��� 佐藤優／著　片山杜秀／著
ニッポンおみやげ139景［観光］��� 豊嶋操／著
とっておきの知育おもちゃ［育児］
�������������� 寺西恵里子／著
国宝の解剖図鑑［芸術・美術］�� 佐藤晃子／著
ボクシング日和［スポーツ］���� 角田光代／著
爆身［日本の小説］�������� 大沢在昌／著

－新着図書（子ども向け）－

菜の子ちゃんとキツネ力士［日本のお話］
��������� 富安陽子／作　蒲原元／画
こわめっこしましょ “にらめっこ”じゃなくて

“こわめっこ”??［日本の絵本］
�� tupera tupera／作　竹藤智弥／デザイン
ちびちっち［外国の絵本］
�ステファニー・ブレイク／作　ふしみみさを／訳
おしりたんてい あやうし たんていじむしょ［日
本のお話］����������  トロル／作・絵
もりの ほうせき ねんきん［理科］
������������ 新井文彦／文・写真
なぜこうなった？ あの絶景のひみつ［自然科学］
���� 増田明代／文・構成　山口耕生／監修

－７月の推薦図書－

はじまりが見える世界の神話
創元社　植朗子／編著　阿部海太／絵
　遥か昔より語り継がれ
てきた、「世界のはじまり」
に関する物語。そこには、
天地の誕生や最初の人間、
動植物の由来などが記さ
れている。世界のさまざ
まな地域と時代から集め
た、20の創造神話を阿部海太の絵とともに収
録しています。

ノラネコぐんだんと海の果ての怪物
白泉社　工藤ノリコ／著
　ある朝、海辺で虹色に光る
貝がらを見付けた野良猫たち
は…。「絵本」から「読み物」へ
の橋渡しとなる、初めての冒
険物語。「ノラネコぐんだん」
の魅力全開のシリーズ、初の
長編です。

－７月の催し－

おはなしの森��� 7日（土）　午前10時30分
おいで  えほんのおへや���10日（火）　午前11時
おりがみ教室�������21日（土）　午前11時
無料託児サービス（要予約）��19日（木）　午前10時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

選挙・夏祭り生中継
＊大町市長選挙開票中継……………………… １日
＊若一王子神社祭り………………… 21日〜 22日
＊大町やまびこまつり…………………… ８月 4日

きらり特番
毎日放送　午前9:00・午後1:00・午後8:00

＊北小学校　運動会………………… 2日〜 4日
＊みあさ保育園・美麻小中学校　運動会
　……………………………………… 2日〜10日
＊南小学校　音楽会…………………10日〜16日
＊高校野球長野県大会………………10日〜30日
＊東小学校　音楽会…………………17日〜27日
＊消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
　………………………………………19日〜31日
＊八坂小学校　音楽会………………24日〜31日
＊定例記者会見………………………25日・26日

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

ケーブルテレビ７月の番組から図書館だより

有線放送７月の番組から
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室 編
集

●譲ります
▽ポータブルトイレ

（約４年前購入、約１年使用、暖房便座付き）
����������������� 無料

▽木製ロフトベッド
（約12年前購入、約12年使用、はしご付き）

����������������� 無料

▽チャイルドシート（約５年前購入、約５年
使用、６〜18㎏対応）������� 無料

●譲ってください

▽大人用自転車　 ▽木だる　 ▽管理機
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で
行ってください。市ホームページにも掲載
しています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線４６３

固定資産税・都市計画税…………… 第２期
国民健康保険税……………………… ７月分
後期高齢者医療保険料……………… ７月分
保育料………………………………… ７月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……… ７月分
下水道受益者負担金………………… ７月分
上下水道料・簡易水道料…………… ７月分

納期限は７月31日（火）

総人口 27,842（＋ 1） 転入 63
男 13,546（－ 4） 転出 52
女 14,296（＋ 5） 出生 13

世帯数 11,916（＋ 28） 死亡 23
※６月１日現在、（　）内は前月比

　

と
き
め
き
マ
イ
・
シ

テ
ィ
ー
で
お
伝
え
し
た
大

町
岳
陽
高
校
開
校
記
念
式

典
。
開
校
か
ら
２
年
が
過

ぎ
、
大
町
高
校
伝
統
の

「
全
校
登
山
」や
、
大
町
北
高
校
の「
ア
ジ
ア・

ア
フ
リ
カ
難
民
支
援
運
動
」な
ど
、
両
校
の

伝
統
を
生
か
し
た
活
動
や
、
新
た
な
文
化
祭

「
岳た

か

嶺ね

祭さ
い

」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
で
も
、登
山
部
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

体
操
部
、放
送
部
な
ど
、統
合
を
生
か
し
て
多

く
の
部
が
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
力
が
活
躍
す
る
姿
や
、
記
念
式
典
で

の
生
徒
会
長
の
決
意
を
述
べ
る
姿
を
見
る
と
、

地
域
の
将
来
を
担
う
皆
さ
ん
が
と
て
も
頼
も

し
く
思
え
ま
し
た
。

結 婚
14日・28日

土曜日
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

結 婚
（ 要 予 約 ）

10日（火）
13：00〜15：00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（ 要 予 約 ）

10日（火）
13：00〜16：00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=久保田明雄弁護士（次回は８月21日　澤地雅弘弁護士）

行 政

25日（水）
9：00〜12：00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

25日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

25日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年 金 19日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

19日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

12日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 53326日（木）

9：00〜12：00

育 児
20日（金）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

9日・23日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

9日・23日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

26日（木）
13：30〜15：30

白馬村保健福祉
ふれあいセンター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 19日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

法 律 17日・24日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館
予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー ７月の無料相談

７月の有料相談（要予約）

７月の納税など

人の動き
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休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

1日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

8日（日）
大町協立診療所 大新田町 ☎ 26-5200
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

15日（日）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

16日（月）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

22日（日）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

29日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
1日（日） 橘歯科医院 白馬村 ☎ 72-5025
8日（日） 岡江歯科医院 松川村 ☎ 62-9888

15日（日） 宮下歯科医院 上仲町 ☎ 22-0297
16日（月） 丸山歯科クリニック 松川村 ☎ 62-0648
22日（日） 砂田歯科医院 高見町 ☎ 22-0648
29日（日） 竹内歯科医院 池田町 ☎ 62-2151

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
1日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595
8日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

15日（日） とをしや薬局大町常盤店 上　一 ☎ 26-3252
16日（月） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
22日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
29日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30 〜 20:45
休 診 日 1日㈰・8日㈰・15日㈰・16日㈪・22日㈰・29日㈰ ☎ 26-6199
診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　世界的指揮者である小澤征爾さんが総監督を務め、今や夏の
音楽イベントとして全国的にも定着した「セイジ・オザワ松本
フェスティバル」。
　文化会館では、８月31日に松本市で行われるオーケストラコ
ンサートを生中継します。大型スクリーンならではの迫力ある
映像と5.1chサラウンドによる高音質で、演奏会の感動を同時
体験できます。入場無料です。

■内容

▽第１部　セイジ・オザワ松本フェスティバル　歴史と今年のダイジェスト上映

▽第２部　オーケストラ演奏　交響曲第３番ハ短調Op.78「オルガン付き」
（サン・サーンス）、祝祭序曲（イベール）、ボレロ（ラヴェル）ほか

■申し込み　７月31日（火）までに、往復はがきに郵便番号、住所、氏名、電
話番号、観覧希望人数（２人まで）を記入の上、郵送で文化会館へ。
※車いす席を希望する場合はその旨ご記入ください。未就学児は入場できません。
宛先：〒398−0002　大町市大町1601−2
　　　大町市文化会館「スクリーンコンサート」係
■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

2018セイジ・オザワ 松本フェスティバル
スクリーンコンサート観覧者募集
８月31日金　開演18：30　開場17：45

指揮：秋山和慶

演奏：サイトウ・キネン・オーケストラ
（写真：大窪道治）

無料相談、有料相談は35ページに掲載しています

７月の休日医療情報

きらり★ 情 報 館


